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■ 今月のピックアップ記事 ■
▷おいらせ町春まつり開催情報（Ｐ２）
▷いちょうマラソン大会・参加者募集（Ｐ３）
▷子どもの読書活動を推進します（Ｐ８）
▷平成30年度 町税等の期別納期限（Ｐ20）
▷Person Oirase「山端 家昌 さん」（Ｐ36・裏表紙）

特集　みんなが互いに助け合い
　　　　　健康でこころ豊かに暮らせる町を目指して
　　　　～第７期介護保険事業計画・高齢者福祉計画を策定しました～ （P4~P7）



04 ― 特集「みんなが互いに助け合い
　　　健康でこころ豊かに
　　　暮らせる町を目指して」

08 ― 子どもの読書活動を推進します

10 ― 図書館・新着図書／
上十三・十和田湖広域イベント情報

12 ― 各種委員の募集情報

13 ― 阿光坊古墳館・体験講座情報

14 ― インフォメーション
□各種催し・募集情報
□相談窓口一覧、ほか

20 ― 平成30年度 町税等期別納期限

22 ― ごみカレンダー

24 ― 健康長寿おいらせコーナー

25 ― 健康カレンダー

26 ― 進めています、おいらせ町の地方創生

29 ― おいらせ消防署だより

30 ― まちのわだい
□こども赤十字１円募金贈呈式
□ホッキ貝料理教室
□古墳館開館１周年記念、ほか

32 ― 個別施設計画を策定しました

34 ― 戸籍の窓

36 ― Person Oiraseコーナー
　　　　　　　山端 家昌さん
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３
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問おいらせ町観光協会事務局
　（商工観光課内）　☎0178-56-4703

おいらせ町

まつり春

４　28　 ㊏　 ５　６　㊐月　　 日　   ～　  月　  日

会場 いちょう公園 ／ 下田公園
　両公園あわせて約1,600本もの桜が咲き誇り、夜になると、
下田公園では夜桜が、いちょう公園では自由の女神がライトア
ップされます。
　また、まつり期間中は出店や体験行事も実施します。詳しく
は町ホームページをご覧ください。連休中はいちょう公園と下
田公園にぜひお越しください。

▶町ホームページ － 観光・イベント情報
　http://www.town.oirase.aomori.jp/life/4/26/86/
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※�上記時間外で役場庁舎内に用事がある場合
は、職員通用口をご利用ください。
※�開庁時間（窓口受付時間）は現行のとおり
「午前８時１５分～午後５時」です。

ご不便をおかけしますが、
ご理解くださいますよう
お願いします

　防犯および個人情報漏えい防止対策のため、役場庁舎の正面玄関の開閉時間
を次のとおり変更いたします。

問総務課　☎ 0178-56-2166

現　行

改正後

平成３０年４月１日から
役場庁舎正面玄関などの開閉時間が変わります

午前８：００開扉～午後６：００閉扉

午前８：００開扉～午後５：１５閉扉

■ 大会参加者を募集 ■ ◉ボランティアスタッフ募集
　年齢制限がなく、着順を競わない３km男女フリー
区分もあります。皆様のご参加をお待ちしています。

●開催日時　６月 24日㊐　10時スタート
●申込期間　４月１日㊐～５月 15日㊋
　　　　　　　　　　　　（当日消印有効）

●申込方法　�郵便振替（大会パンフレット添付）、
　　　　　　ランネット（ランテス利用）

●参加料　大人 2,000 円、高校生以下 1,500 円
※�大会パンフレットは町内各施設に設置しています。

　高校生以上で、明るく元気な方・健康に自
信のある方のご協力をお待ちしています。
●従事日時　６月 24日㊐
　　　　　　　６時 30分～正午頃
●集合場所　いちょう公園体育館
●従事内容　�受付、スタート、ゴールなどの

係を予定
●申込期限　５月 15日㊋
※�おいらせだるま芋へっちょこ汁、おにぎり、
飲み物などの軽食をご用意します。

６月２４日㊐開催決定！

問 町いちょうマラソン大会実行委員会事務局
　（社会教育・体育課内）　☎0178-56-4276第 33 回おいらせ町

いちょうマラソン大会
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み
ん
な
が
互
い
に
助
け
合
い

健
康
で
こ
こ
ろ
豊
か
に

暮
ら
せ
る
町
を
目
指
し
て

― 

第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
・
高
齢
者
福
祉
計
画
を
策
定 

―

　
町
で
は
、
３
年
に
一
度
見
直
し
を
行
っ

て
い
る
「
介
護
保
険
事
業
計
画
・
高
齢
者

福
祉
計
画
」
を
も
と
に
、
介
護
保
険
事
業

や
地
域
に
お
け
る
高
齢
者
の
健
康
と
福
祉

の
推
進
に
関
す
る
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
第
７
期
の
計
画
を
策
定
し

ま
し
た
。
こ
の
計
画
は
、
平
成
30
年
度
か

ら
３
か
年
の
基
本
方
針
や
基
本
目
標
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
費
の
見
込
量
、
高
齢
者
の
福

祉
サ
ー
ビ
ス
を
定
め
た
も
の
で
す
。

　
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
と
は
、

介
護
が
必
要
な
状
態
に
な
っ
て
も
、
住
み

慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
が
継

続
で
き
る
よ
う
、
医
療
・
介
護
・
介
護
予

防
・
住
ま
い
・
生
活
支
援
を
一
体
的
に
提

供
す
る
た
め
の
し
く
み
で
す
。

　

関
係
機
関
と
の
さ
ら
な
る
協
働
・
連

携
、
高
齢
者
の
自
立
支
援
と
要
介
護
状
態

の
重
度
化
防
止
、
地
域
共
生
社
会
の
実
現

を
進
め
る
と
と
も
に
、
制
度
の
持
続
可
能

性
を
確
保
す
る
こ
と
に
配
慮
し
、
必
要
な

人
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
体

制
を
よ
り
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

●
介
護
保
険
給
付
費
と
認
定
者
数

　
町
の
高
齢
化
率
は
、
平
成
26
年
10
月
で

は
約
23
％
だ
っ
た
も
の
が
、
平
成
29
年
10

月
で
は
約
25
％
と
上
昇
し
て
い
ま
す
。

　
介
護
保
険
給
付
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者

の
負
担
軽
減
に
向
け
た
適
正
化
対
策
を
強

化
し
た
結
果
、
平
成
27
・
28
年
度
に
は
認

定
者
数
が
減
少
し
、
そ
れ
に
伴
い
介
護
保

険
給
付
費
も
同
様
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

●
新
規
要
介
護
申
請
の
主
な
原
因

　
町
の
平
成
28
年
度
新
規
要
介
護
申
請
の

主
な
原
因
は
、「
認
知
症
」
が
最
も
多
く
、

次
い
で
「
脳
血
管
疾
患
」「
悪
性
腫
瘍
」

で
す
。

　
ま
た
、
平
成
27
年
度
も
新
規
要
介
護
申

請
の
主
な
原
因
は
、「
認
知
症
」
が
最
も

多
い
結
果
で
し
た
。

　

介
護
予
防
に
は
、「
認
知
症
を
予
防
す

る
こ
と
」
が
と
て
も
大
切
で
す
。

問介護福祉課　☎0178-56-4705

特集
第
７
期
介
護
保
険
計
画
の

基
本
方
針
・
基
本
目
標

◉
基
本
方
針

「�

み
ん
な
が
互
い
に
助
け
合
い
、
健

康
で
こ
こ
ろ
豊
か
に
暮
ら
せ
る
町

を
目
指
し
て
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
深
化
・
推
進
を
す
す
め

ま
す
」

◉
基
本
目
標

　
①
地
域
支
援
事
業
の
充
実
・
強
化

　
②�

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
適
正
運

営
と
介
護
給
付
適
正
化
の
推
進

　
③�
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ

く
り

お
い
ら
せ
町
の
現
状

介護保険給付費と認定者数

◀平成28年度新規要介護
　申請の主な原因の割合認知症

27%

脳血管疾患
21%悪性腫瘍

12%

転倒・骨折
11%

整形外科疾患
8%

精神疾患
4%

心疾患
3%

高齢による虚弱
1%

その他
13%

OIRASE     2018.4 4
Public Relations



― 特集・みんなが互いに助け合い健康でこころ豊かに暮らせる町を目指して ―

▼�

介
護
報
酬
改
定
に
伴
い
、
介
護
保
険
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
と
き
の
自
己
負
担

額
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

▼�

町
民
税
の
課
税
状
況
や
所
得
金
額
な
ど

に
応
じ
て
、
一
部
の
人
の
利
用
者
負
担

割
合
が
最
大
３
割
負
担
と
な
り
ま
す
。

▼�

介
護
保
険
給
付
財
源
の
負
担
割
合
が
、

65
歳
以
上
の
人
（
第
１
号
被
保
険
者
）

は
22
％
か
ら
23
％
に
な
り
、
介
護
保
険

料
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

　
今
後
、
ま
す
ま
す
高
齢
化
が
進
み
、
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
費
用
も
増
加
が

見
込
ま
れ
ま
す
。
費
用
の
増
加
は
介
護
保

険
料
の
上
昇
に
つ
な
が
る
た
め
、
介
護
予

防
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で

す
。

　
ま
た
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
高
齢
者

の
活
動
支
援
や
地
域
の
見
守
り
・
支
え
合

い
活
動
が
さ
ら
に
必
要
と
な
り
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
に
係
る
費
用
が
多
く
な
れ
ば
な

る
ほ
ど
介
護
保
険
料
が
高
く
な
り
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
か
ら
３
か
年
の
第
７
期
介

護
保
険
料
の
月
額
基
準
額
は
６
７
５
０
円

で
、
第
６
期
よ
り
２
２
０
円
の
減
額
と
な

り
、
ど
の
段
階
に
お
い
て
も
第
６
期
よ
り

減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
下
表
参
照
）

　
ま
た
、
第
６
期
に
引
き
続
き
第
１
段
階

に
つ
い
て
は
、
公
費
負
担
に
よ
り
保
険
料

を
引
き
下
げ
ま
す
。
第
７
～
10
段
階
の
合

計
所
得
金
額
の
境
界
が
変
更
に
な
り
ま
し

た
。

　
介
護
保
険
料
の
基
準
額
は
、
大
ま
か
に

い
う
と
、

［ 

町
で
必
要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
総
費
用

×
23
％
÷
町
の
65
歳
以
上
の
人
数
」

で
計
算
さ
れ
ま
す
。
よ
っ
て
、
介
護
保
険

平
成
30
年
度
の
主
な

介
護
保
険
制
度
改
正

住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に

 第７期介護保険料段階表（単位：円）

65
歳
以
上
の
介
護
保
険
料

介護保険給付財源

国
25%

県
12.5%

町
12.5%

第１号
被保険者
保険料
23%

第２号
被保険者
保険料
27%

段階 月額
保険料 段階 課税状況 対象者 月額

保険料
年額

保険料

１段階 3,136
(3,485) １段階

非課税
世帯

▶生活保護受給者
▶合計所得＋課税年金が80万以下

3,037
(3,375)

36,450
(40,500)

２段階 4,739 ２段階 合計所得＋課税年金が80万超120万以下 4,590 55,080

３段階 5,227 ３段階 合計所得＋課税年金が120万超 5,062 60,750

４段階 6,273 ４段階 課税世帯
（本人　
　非課税）

合計所得＋課税年金が80万以下 6,075 72,900

５段階
（基準） 6,970 ５段階

（基準）
合計所得＋課税年金が80万超 6,750 81,000

６段階 8,364 ６段階

本人課税

合計所得120万未満 8,100 97,200

７段階 9,061 ７段階 合計所得120万以上～200万未満 8,775 105,300

８段階 10,455 ８段階 合計所得200万以上～300万未満 10,125 121,500

９段階 11,849 ９段階 合計所得300万以上～400万未満 11,475 137,700

10段階 13,243 10段階 合計所得400万以上 12,825 153,900

■ 第６期 ■ 第７期（2018年度～2020年度）

※（ ）は軽減前の金額
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認知症に
やさしい
地域へ！

　高齢化が進む中で、認知症高齢者は今後も増加すると予測されており、
国をあげての重点施策となっています。町の認知症高齢者は、要介護認定
者1,030人のうち約750人です（2016年度町統計）。要介護申請に至って
いない人もいると考えられるため、実際はさらに多いと思われます。認知
症は誰でもかかりうる脳の病気です。少しでも早く発見し、治療につなげ
ることで、進行を遅らせることもできます。
　おいらせ町地域包括支援センターでは、相談窓口に認知症地域支援推進
員を配置し、認知症への取り組みを通して、「誰もが住みやすい地域づくり」
を目指しています。

認知症の早期発見・早期対応のために

認知症の人を地域で見守り支え合うために

●認知症初期集中支援チームの設置

●認知症サポーター養成講座

●各種研修会

●認知症カフェ

●認知症ケアパス
　認知症の早期診断・早期対応を目的に、認知症専
門医をはじめ、医療・介護・福祉の専門職で構成さ
れた「認知症初期集中支援チーム」を、町地域包括
支援センターに設置しました。
　ご家族などからの相談を受けて、チーム員が自宅
を訪問し、認知力の低下による心配ごとや困ってい
ることを確認しながら、必要に応じておおむね６か
月を目安に、医療や介護サービスにつなぐための集
中的支援を行っています。

　認知症サポーターとは、認知症を正しく理解し、認知症の人や家
族を温かく見守り、自分でできる範囲で支援を行う応援者です。講
座では、認知症の症状や認知症の人と接するときの心構えを学びます。
　町内事業所や小・中学校、各種団体、行政職員などを対象に養成
講座を実施しています。町の認知症サポーターは1,470人（平成30
年３月末現在）ですが、2020年度末には、2,500人となることを
目標としています。

　認知症の人を地域で見守り支え合うために、町内会や民生委員・
児童委員、ほのぼの交流協力員などの地域リーダーや、保健・医療・
福祉・介護の専門職を対象とした研修会を開催し、地域全体で見守
り支え合う体制づくりに取り組んでいます。また、毎年２つの町内
会を対象に、認知症高齢者等見守り研修会を開催し、認知症サポー
ター養成講座と声がけや捜索対応模擬訓練を行っています。

　認知症の人とその家族、地域住民、専門職等の誰もが集うことができる場が「認知症カフェ」です。介護者
同士の交流やリフレッシュ、情報交換、認知症に関する相談や知識の習得ができます。
　オレンジカフェ「おいらっせ」（社会福祉法人誠友会）と�、認知症カフェ「ももいし」（社会福祉法人奥入瀬会）
の２か所が、それぞれ月１回開催していますので、ぜひご参加ください。

　認知症ケアパスとは、認知症の発症後の進行状態
にあわせて、いつ、どこで、どのような医療・介護
サービスを受けることができる
かを、まとめたものです。
　町の認知症ケアパス「おいら
の『認知症』ガイドブック」は、
本年３月に完成しました。役場
介護福祉課窓口などで配布して
います。ぜひご活用ください。

― 特集・みんなが互いに助け合い健康でこころ豊かに暮らせる町を目指して ―

認知症サポーター養成講座

認知症カフェ
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介護予防で
健康長寿！

　「介護予防」は、介護が必要な状態にできるだけならないように、
生活するために必要な力を維持・向上させることです。健康で長生
きするためには、元気なうちから“こころ”と“からだ”の健康づく
りを行うことが大切です。
　住み慣れた町で、いつまでも自分らしく暮らせるように、介護予
防にみんなで取り組みましょう。

介護予防教室

筋トレ教室

“元気な100歳を目指す”体操教室

　65歳以上の方の健康増進と介護予防を目指した教室を、
中学校区ごとに町内３会場で週１回定期開催中です。
　介護予防教室は、「転倒予防」と「認知症予防」を組み合
わせた内容で実施しています。理学療法士、健康運動指導士、
歯科衛生士、栄養士のほか、手工芸などでは専門講師が指導
します。

　「自分の体調に合った筋力運動」を身につけることを目指
した教室です。健康運動指導士から３か月間の個別指導を受
け、習得した運動をその後も継続することで、筋力アップが
期待でき、病気の予防、健康増進につながります。
　「今さら運動しても、効果は上がらないのでは…」とお考
えの方も多いと思いますが、そんなことはありません。積極
的に運動に取り組み、からだを強くしましょう！
　『広報おいらせ』で年２回（春と冬）人数限定で参加者を
募集します。

　今年の夏からスタート予定。“町内会単位”で行う新しい
体操教室です！

【特徴】　①歩いて行ける“身近な集会所”で行います。
　　　　②週１回の実施で筋力アップの効果が得られます。
　　　　③誰にでも覚えられる簡単な体操（約30分）です。
　　　　④�何歳からでも始められ、続けることで体力をつ

けることができます。
　　　　⑤�体操終了後は、趣味活動や食事会など地域独自

の内容を追加することも可能です。
▲ 「準備体操・筋力体操・整理体操」で約30分！自

分に合った重さの「おもり」で筋力とバランス能力
を高めます！

　各種教室への参加は、介護予防、健康増進、閉じこもり予防のみならず、地域づくりにもつなが
ります。一人ではできないことも、みんなと一緒なら楽しく継続することができ、一人ひとりの元
気が地域全体の活力につながります。
　住み慣れた町で、安心して暮らし続けることができるまちづくりを、みんなで進めましょう！

問地域包括支援センター　☎0178-56-2132　

実施希望町内会を募集中！

― 特集・みんなが互いに助け合い健康でこころ豊かに暮らせる町を目指して ―
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子
ど
も
の
読
書
活
動
を
推
進
し
ま
す

～
お
い
ら
せ
町
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
～ 問 

社
会
教
育
・
体
育
課

　
　

☎
０
１
７
８
�
４
２
７
６

　
子
ど
も
の
読
書
活
動
は
、
子
ど
も
が

言
葉
を
学
び
、
創
造
力
を
豊
か
に
し
、

主
体
的
に
生
き
て
い
く
た
め
に
欠
か
せ

な
い
も
の
で
す
。

　
町
で
は
、「
青
森
県
子
ど
も
読
書
活

動
推
進
計
画
」
に
基
づ
き
、
社
会
情
勢

の
変
化
や
子
ど
も
の
読
書
環
境
の
現
状

と
課
題
を
踏
ま
え
て
、
乳
児
期
か
ら
の

読
書
活
動
を
推
進
し
、
子
ど
も
が
自
主

的
に
読
書
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
環

境
を
整
え
、
社
会
全
体
で
子
ど
も
の
読

書
活
動
を
計
画
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
子
ど
も
自
身
が
読
書
の
楽
し
さ
を
知
る

き
っ
か
け
を
作
り
、
読
書
の
幅
を
広
げ
、

読
書
体
験
を
深
め
る
機
会
を
提
供
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
家
庭
・
地
域
・
学
校
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
を
明
確
に
し
、
子
ど
も
が

読
書
に
親
し
む
機
会
の
充
実
に
向
け
た
社

会
全
体
で
の
取
り
組
み
に
努
め
ま
す
。

◎
具
体
的
な
施
策
の
一
部

　
【
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
の
実
施
】

　
保
護
者
に
読
み
聞
か
せ
の
楽
し
さ
な
ど

を
伝
え
る
場
を
提
供
す
る
た
め
、
０
歳
児

の
赤
ち
ゃ
ん
と
保
護
者
に
絵
本
を
楽
し
む

「
体
験
」
と
、
絵
本
を
「
手
渡
す
」
こ
と
で
、

親
子
が
ゆ
っ
く
り
心
ふ
れ
あ
う
ひ
と
と
き

を
持
つ
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て
「
ブ
ッ

ク
ス
タ
ー
ト
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
乳
児
期
か
ら
読
書
に
親
し
め
る
よ
う
な

環
境
を
身
近
に
整
え
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
そ
の
た
め
、
子
ど
も
の
読
書
活
動
を

支
え
る
施
設
、
設
備
そ
の
他
の
諸
条
件
の

整
備
・
充
実
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
各
施

設
間
及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
と
の
連
携
・

支
援
を
進
め
る
と
と
も
に
、
地
域
に
お
い

て
格
差
が
生
じ
な
い
よ
う
に
各
施
設
へ
の

働
き
か
け
に
努
め
ま
す
。

◎
具
体
的
な
施
策
の
一
部

【
子
ど
も
の
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
の
充
実
】

　
図
書
館
に
お
け
る
子
ど
も
の
読
書
環
境

を
充
実
す
る
た
め
、
子
ど
も
に
わ
か
り
や

す
く
親
し
み
や
す
い
展
示
や
空
間
づ
く
り

を
工
夫
し
、
児
童
ス
ペ
ー
ス
や
絵
本
コ
ー

ナ
ー
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

【
図
書
館
等
の
情
報
発
信
の
充
実
】

　
子
ど
も
向
け
の
図
書
に
関
す
る
情
報
を

町
広
報
紙
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
図
書
館
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
情
報
発
信
し
ま
す
。

※�

平
成
30
年
２
月
に
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

　

�

図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▽http://

w
w

w
.tow

n.oirase.aom
ori.jp/

site/oiraselibrary/

基
本
方
針
１

基
本
方
針
２

子
ど
も
が
読
書
に
親
し
む
機
会
の

　

充
実
に
向
け
た
取
り
組
み
の
推
進

子
ど
も
の
読
書
活
動
を

　
　

支
え
る
環
境
の
整
備
・
充
実

町立図書館・絵本コーナー

▶  

図
書
館
で
は
、
館
内
貸
出
し
用
の
「
木
の
お
も

ち
ゃ
」
が
50
種
類
も
あ
り
ま
す
！
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平
成
29
年
度
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
を
紹
介

　
図
書
館
で
は
毎
年
、
町
内
の
小
・
中
学

生
を
対
象
に
、
夏
休
み
に
読
ん
だ
本
の
読

書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま

す
。
参
加
総
数
１
１
３
７
人
か
ら
入
賞
者

が
決
定
し
ま
し
た
の
で
、
氏
名
と
読
ま
れ

た
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。（
敬
称
略
）

【 

百
石
小
学
校
】

▼�

田
嶋�

未
実
（
３
年
）「
す
て
き
な
名

前
す
み
れ
ち
ゃ
ん
」

▼�

田
中�

星
七
（
６
年
）「
で
ゃ
じ
な
も

ん
（
大
事
な
も
の
）」

【 

下
田
中
学
校
】

▼�

真
石�

美
紀
（
２
年
）「
夢
を
か
な
え

る
ゾ
ウ
」

【 
木
内
々
小
学
校
】

▼�
二
川
目�

花
怜
（
１
年
）「
お
お
き
く

な
る
っ
て
い
う
こ
と
は
」

▼�

吉
良�
俊
太
郎
（
４
年
）「
先
生
、
し
ゅ

く
だ
い
わ
す
れ
ま
し
た
」

▼�

濱�

柚
愛
（
５
年
）「
走
れ
メ
ロ
ス
」

▼�

木
村�

華
（
６
年
）「
赤
ち
ゃ
ん
盲
導

犬�

コ
メ
ッ
ト
」

【 

下
田
小
学
校
】

▼�

下
道�

夏
子
（
５
年
）「
“
い
の
ち
”

の
す
く
い
か
た
」

【 

木
ノ
下
小
学
校
】

▼�

磯
谷�

翔
陛
（
２
年
）「
お
べ
ん
と
う
、

大
す
き
」

▼�

工
藤�

一
馬
（
２
年
）「
ミ
リ
ー
の
す

て
き
な
ぼ
う
し
」

▼�

久
保
田�

菜
々
子
（
３
年
）「
動
物
に

も
あ
る
よ
、
母
の
あ
い
」

▼�

沼
田�

莉
愛（
４
年
）「
お
金
の
王
さ
ま
」

　
図
書
館
で
は
「
一
年
間
に
80
冊
の

読
書
」
を
目
標
に
、
読
書
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
を
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

ゴ
ー
ル
で
き
た
方
に
は
、
賞
状
と
ス

テ
キ
な
賞
品
を
贈
呈
し
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◉ 

開
催
期
間　
平
成
30
年
５
月
２
日

㊌
～
平
成
31
年
１
月
31
日
㊍

◉ 

参
加
条
件　
町
民
ま
た
は
町
内
に

通
勤
・
通
学
し
て
い
る
人
で
、
図

書
館
の
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
人

◉ 

申
込
先　
図
書
館
、
中
央
公
民
館
、

北
公
民
館

▶ 

平
成
29
年
度
達
成
者
表
彰
の
集
合
写

真
、
達
成
者
56
人
（
う
ち
80
個
ゴ
ー

ル
者
34
人
、
50
個
ゴ
ー
ル
者
22
人
）

【 

木
内
々
小
学
校
】
▼
馬
場�

蒼
空
（
１
年
）

▼
野
村�

奏
汰
（
３
年
）
▼
豊
野�

竜
士

朗
（
４
年
）
▼
川
島�

陽
瑶
（
５
年
）
▼

市
村�

あ
お
い
（
６
年
）

【 

下
田
小
学
校
】
▼
倉
岡�

恵
麻
（
３
年
）

▼
鈴
木�

し
ず
く
（
５
年
）

【 

木
ノ
下
小
学
校
】
▼
麻
田�

幸
希
（
１
年
）

▼
尾
駮�

凛
（
２
年
）
▼
田
中�

陽
斗
（
２

年
）
▼
宮
守�

気
大
（
２
年
）
▼
新
井�

結
心
（
４
年
）
▼
吉
田�

美
伽
（
４
年
）

▼
松
本�

優
月（
５
年
）▼
石
田�

悠
希（
６

年
）

【 
百
石
小
学
校
】
▼
小
向�

丈
生
（
４
年
）

▼
山
田�

詩
織
（
６
年
）

【 

甲
洋
小
学
校
】
▼
鈴
木�

源
（
３
年
）
▼

村
﨑�
功
士
朗（
３
年
）▼
佐
藤�

真
翔（
６

年
）

【 

下
田
中
学
校
】
▼
遠
藤�

真
奈
（
３
年
）

【 

木
ノ
下
中
学
校
】
▼
山
口�
乃
愛
（
２
年
）

【
百
石
中
学
校
】
▼
西
村�
円
花
（
１
年
）

優
秀
賞
（
12
人
）

佳　

作
（
23
人
）

平
成
30
年
度

読
書
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

　
　

参
加
者
を
募
集
！

�

保
護
者
や
保
育
士
、
教
職
員
等
子
ど
も

の
成
長
に
深
く
関
わ
る
身
近
な
大
人
が
、

読
書
活
動
に
理
解
と
関
心
を
持
つ
こ
と
が

重
要
で
す
。
家
庭
・
地
域
・
学
校
等
の
関

係
機
関
が
、
子
ど
も
の
自
主
的
な
読
書
活

動
の
意
義
や
重
要
性
に
つ
い
て
理
解
と
関

心
を
深
め
、
社
会
全
体
で
連
携
・
協
力
す

る
取
り
組
み
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

◎
具
体
的
な
施
策
の
一
部

【
子
ど
も
の
読
書
活
動
を

　
　
　

推
進
す
る
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
】

　
図
書
館
ま
つ
り
や
地
域
ぐ
る
み
の
イ
ベ

ン
ト
へ
の
ブ
ー
ス
出
展
等
に
よ
り
、
子
ど

も
や
大
人
が
本
に
親
し
み
、
読
書
の
楽
し

さ
や
素
晴
ら
し
さ
を
体
感
で
き
る
機
会
を

つ
く
り
ま
す
。

基
本
方
針
３

子
ど
も
の
読
書
活
動
を
推
進
す
る

た
め
の
連
携
・
協
力
と
意
識
啓
発

▲図書館まつりでのおはなし会

※
氏
名
の
み
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日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30

irase-library event information
図書館の行事

問 町立図書館　☎0178-52-3900

■本展示
　★ 一般・児童 ★ 【前年度よく読まれた本】
　　 前年度の貸出ランキング上位（20位以内）の図書を一般・児童に分け

て展示。

■４月の休館日

■４月の行事
図書館

（あそぼっと）
26日㊍ 10時半から 幼児のための読み聞かせ
28日㊏ 14時から MOMOおはなしの会

北公民館 21日㊏ 10時~10時半 おはなし会杉の子

図書館／新着図書Oirase new-book's information ～図書館おすすめの本を紹介します～

『ソバニイルヨ』喜多川泰／『くちなし』彩瀬まる／『彼方の友へ』
伊吹有喜／『ふたご』藤崎彩織／『風神の手』道尾秀介／『婚約迷走
中』群ようこ／『緑の庭で寝ころんで』宮下奈都／『ライフハック大
全』堀正岳／『バナの戦争』バナ・アベド／『野上さんちの超ラクチ
ン弁当』野上優佳子／ほか

北のロマン
　青い森鉄道線

英龍伝

リンゴの花が咲いたあと

オーパーツ死を招く至宝

おかげさまで、注文の
多い笹餅屋です

ほかにも新着を取りそろえています

私立探偵の橋本は、失踪した池戸彩乃の捜索を
始める。パソコンに残されていた謎のメモを、
下北駅の緯度と経度と判断した橋本は下北に飛
び、彩乃の痕跡を求める…。赤川次郎との対談
も収録。

開国か、戦争か。早くから「黒船来航」を予見
し、海防強化を訴え続けた異能の行政官・江川
太郎左衛門英龍。その不屈の生涯を描く。「く
ろふね」「武揚伝」に連なる幕末３部作、完結。

無肥料・無農薬の「奇跡のリンゴ」が実ったあ
とも、苦難は終わらなかった。女房が過労で倒
れ、自身もガンを患う。農業指導や講演で全国
を駆け回るうちにリンゴ畑は荒れてゆき…。「リ
ンゴが教えてくれたこと」続編。

当時の技術や知識では制作不可能なはずの古代
の工芸品、オーパーツ。黄金シャトルやストー
ンヘンジなど、謎の至宝をめぐる殺人事件と前
代未聞のトリックに、天才オーパーツ鑑定士・
古城と、貧乏学生・鳳が挑む。

75歳で笹餅屋を起業し、90歳を過ぎた今も１
年で５万個の笹餅を作っている津軽の名物おば
あちゃんが、60歳で本格的な餅作りを始めて
からのことと、これまでの人生について語る。
レシピも掲載。

西村�京太郎　著

佐々木�譲　著

木村�秋則　著

蒼井�碧　著

桑田�ミサオ　著

一般書

一般書

一般書

一般書

一般書

　　は休館日

O

六戸町
ろくのへ春まつり
●日時　４月28日㊏～５月６日㊐（予定）
●場所　舘野公園
問六戸町産業課　☎0176-55-4495

東北町
東北町桜まつり
●日時　４月28日㊏～５月６日㊐（予定）
●場所　小川原湖公園周辺
問東北町商工観光課　☎0176-56-4148

六ヶ所村
六旬館オープン
●日時　４月１日㊐　10時～
●場所　六旬館
問（一社）六ヶ所村観光協会　☎0175-72-2111

十和田市
十和田市春まつり
●日時　４月20日㊎～５月５日㊏
●場所　 十和田市中央公園緑地など
問（一社）十和田市観光協会　☎0176-24-3006

野辺地町
のへじ春まつり
●日時　４月29日㊐～５月６日㊐
●場所　 愛宕公園ほか
問（一財）野辺地町観光協会　☎0175-64-9555

上十三・
十和田湖広域
イベント情報
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◎ 転入・転出・転居など住民異動の届け出
◎ 転入・転出・転居に伴う児童福祉関係の手続き
◎ 住民票の写し、戸籍謄本、印鑑証明書などの各種証明

書の発行

＊�他の機関へ確認が必要な業務など、
平日と同様には取り扱いできない業
務があります。詳しくは、事前にお
問い合わせください。
＊�窓口での本人確認のため、免許証な
どの本人確認書類をお持ちください。
＊�マイナンバーでの転入届はお取り扱
いできません。

　転入・転出が多い３月～４月は、役場を利用する人が
多くなります。そこで、混雑緩和のため上記日時に一部
窓口を開庁します。転入転出など住所異動の届出ができ
るほか、住民票の写しなど各種証明書の発行をしていま
す。ぜひご利用ください。

●取扱業務（税関係の証明は発行できません）

◆  注 意 事 項  ◆

問 町民課　☎ 0178-56-2246 ９時～ 15 時

休日に町民課 （役場本庁舎） の一部窓口を開庁します

開 庁 日

開庁時間

３  31  ㊏、４  １  ㊐月    日            月    日

おいらせ町の花である「桜」が開花する季節になりました。
春の訪れとともに、桜を見に出かけませんか？

■いちょう公園
　�　約800本の桜と日本一の自由の女神
像が印象的。特に広い芝生広場とロー
ラー滑り台は子どもに大人気です。

■下田公園
　�　約800本の桜と高さ30mの展望台が
コラボレーション。キャンプ場を併設
していて、バーベキューなどのアウト
ドアも楽しめます。
　【キャンプ場に関するお問い合わせ】
　▷農村環境改善センター
　　☎0178-56-5255

■木内々桜づつみ
　�　背景に八甲田連邦を望む奥入瀬川土
手沿いの長い桜並木は、ウォーキング
やサイクリングに最適です

観光だより ―おいらせ町の桜スポット―
問商工観光課
　　☎0178-56-4703

◀ 町ホームページでは、開花状況を随時配信し
ています。ぜひごアクセスください。

　（ http://www.town.oirase.aomori.jp/
soshiki/16/sakura-information.html）
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ハートピア助成金審査会委員を募集 百石高等学校魅力アップ推進協議会委員を募集

国保おいらせ病院運営審議会委員を募集

まちづくり推進委員会委員を募集

　まちづくり団体が実施する住民主体の活動を支
援する「ハートピア助成金事業」について、交付の
際に各種審査を行う審査会の委員を募集します。
○募集人数　若干名
○�応募資格　次の全てに該当する方
　▶�まちづくりや自治に関心がある満18歳以上
の町民

　▶役場本庁舎での会議に参加できる方
　▶�客観的に審査を行う旨の宣誓ができる方
○任期　委嘱の日～平成31年3月31日
○報酬　日額5,300円（交通費は別途支給）
○会議　年２回予定（平日の日中に２～３時間）
○�応募方法　指定の応募用紙に必要事項を記入
し郵送、ＦＡＸまたは持参により４月19日㊍
（当日消印有効）までに提出してください。

　※�応募用紙はまちづくり防災課で配布するほか
町ホームページからダウンロードできます。

　問［申込先］まちづくり防災課（本庁舎２階）
　　　　☎0178-56-2131 ／ FAX 0178-56-4364
 　　　（〒039-2192　おいらせ町中下田135-2）

　百石高校は町にとって「なくてはならない地域
の高校」です。県立高校再編が進むなかで、百石
高校の魅力を今以上にアップさせるため、町が支
援を行うこととしました。
　百石高校の魅力アップに関する調査・研究や支
援に関する協議・提言などを行う協議会の委員を
募集します。

○募集人数　２人以内（委員総数は15人以内）　
○�応募資格　次の全てに該当する方
　▶�満20歳以上の方
　▶役場本庁舎での会議に出席できる方
　▶まちづくりや地方創生に関心のある方
○任期　委嘱の日から２年以内
○�報酬　日額5,300円（交通費は別途支給）
○会議　年３回予定（平日の日中に２～３時間）
○�応募方法　指定の応募用紙に必要事項を記入
し郵送または持参により４月25日㊌までに提
出してください。

　※�応募用紙は企画財政課で配布するほか、町
ホームページからダウンロードできます。

　問 ［申込先］企画財政課（本庁舎２階）
　　☎0178-56-4273 ／ FAX 0178-56-4364
　　　 kizai@town.oirase.aomori.jp
　　（〒039-2192　おいらせ町中下田135-2）

　町長が病院の運営に関し必要な事項を諮問する
ための審議会委員の募集をします。
○募集人数　２人以内
○�応募資格　18歳以上の町民または町内に勤務
する者
○任期　平成30年５月１日～平成32年４月30日
○�応募方法　指定の応募用紙に必要事項を記入
し、４月16日㊊までに提出してください。

　※�応募用紙はおいらせ病院で配布しているほ
か、町ホームページからダウンロードできます。

問 ［申込先］おいらせ病院　☎0178-56-2166
　　　　（〒039-2225　おいらせ町上明堂1-1）

　地域特性を活かしたまちづくりを実現するた
め、さまざまなイベントや事業に取り組む「ま
ちづくり推進委員会」の委員を募集します。
○募集人数　20人程度
○�応募資格　まちづくりに関心のある町民
○任期　委嘱の日から２年間
○報酬　なし
○�応募方法　指定の応募用紙に必要事項を記入
し、５月11日㊎までに提出してください。

　※�応募用紙はまちづくり防災課で配布するほか
町ホームページからダウンロードできます。

○�活動実績　ミニ議会、新春！うそ八百・ほら
吹き大会、先進地視察研修、みなくる館イル
ミネーションなど

問［申込先］まちづくり防災課（本庁舎２階）
　　　　☎0178-56-2131 ／ FAX 0178-56-4364
 　　　（〒039-2192　おいらせ町中下田135-2）

各種委員の募集

※各種委員の公募にあたり得た個人情報は、当該事業の目的以外には一切使用しません。
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阿光坊古墳館

おいらせ阿光坊古墳館・体験講座のお知らせ

　古代の人々は自分たちが毎日使う食器を手作り
していました。蒸し器として使っていた「甑（こ
しき）」を粘土で作ってみましょう！

●日時　５月６日㊐　10時00分～ 12時00分
●場所　おいらせ阿光坊古墳館
●講師　おいらせ阿光坊古墳館職員
●定員　20人（先着順）
●料金　350円（材料費）
●対象　�小学生～一般（小学校低学年は保護者同

伴でご参加ください）
●申込締切　５月５日㊏まで
※�汚れてもよい服装で
お越しください。
※�土器は２週間ほど乾
燥させた後で焼き上
げるため、１か月後
以降にお引き渡しで
きます。

　やわらかい滑石（かっせき）を削って古代の人々
が大切にしていた「勾玉（まがたま）」を作ります。
４色ある滑石から好きな色を選び、オリジナルの
ペンダントを作りませんか？

●日時　�５月３日㊍　10時00分～12時00分
●場所　おいらせ阿光坊古墳館
●講師　おいらせ阿光坊古墳館職員
●定員　20人（先着順）
●料金　350円（材料費）
●対象　�小学生～一般（小学校低学年は保護者同

伴でご参加ください）
●申込締切　５月２日㊌まで
※�汚れてもよい服装でお
越しください。
※�当日参加も可能ですが、
定員に達した場合は、
参加をお断りすること
もあります。

ゴールデンウィーク土器づくりゴールデンウィーク勾玉づくり

阿光坊古墳群を歩こう講座

問【申込先】おいらせ阿光坊古墳館　☎0178-20-0405 ／FAX0178-20-0465（おいらせ町阿光坊107-4）

　ガイドと一緒に史跡公園を歩く講座を開催
します。
　現存する末期古墳（奈良・平安時代に造営）
として最大規模を誇る「阿光坊古墳群」が、
史跡公園として整備されました。復元された
古墳を見学しながら園路を散策して、古墳の
なぞにせまってみましょう。

●日時　４月29日㊐　10時00分～11時30分
　※雨天の場合は中止とします。

●�集合場所　阿光坊古墳群史跡公園　駐車場
　　　　　　（おいらせ町阿光坊105-12外）

●ガイド　阿光坊古墳群保存会

●定員　30人（先着順）

●料金　無料

●申込締切　４月28日㊏まで
○㈱柏崎組

おいらせ
阿光坊古墳館

史跡公園
←至六戸町 国道45号

○下田中学校
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㊿

老人福祉センター☎0178-56-4415　農村環境改善センター☎0178-56-5255　　　　　　　　　　　　　　　　いきいき館☎0178-52-7095　みなくる館☎0178-52-3900　学校給食センター☎0178-52-3319

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

報情

各
種
施
策
・
行
事
案
内

●住民票、町名変更の証明書
●戸籍謄本、戸籍の附票
●印鑑証明書
　※�印鑑登録・廃止・再発行の手
続きはできません

●所得証明書・課税所得証明書
●評価証明書など
　資産に関する証明書
●納税証明書（車検用含む）
●粗大ごみ処理券
●健診無料券など

※�住所変更、戸籍届出、保険証交
付などは取り扱いできません。

問北部出張所 ☎0176-50-1208

※ 運転免許証、保険証など本人確
認ができる公的書類を持参く
ださい。手続きによっては説明
や追加書類が必要になります。

北部出張所でも
各種証明書を
発行しています

氣比神社

木ノ下小
しもだ
幼稚園

青葉
公園

北部出張所（北公民館内）

おいらせ病院☎0178-52-3111　中央公民館☎0178-56-2251　東公民館☎0178-52-2061　　　　　　　　　　北公民館☎0176-57-0033　町民交流センター☎0178-56-4711　いちょう公園体育館☎0178-52-6744　

老人福祉センター☎0178-56-4415　農村環境改善センター☎0178-56-5255　　　　　　　　　　　　　　　　いきいき館☎0178-52-7095　みなくる館☎0178-52-3900　学校給食センター☎0178-52-3319

問 三田保育園　☎0178-56-2008
　 菜の花保育園　☎0176-53-8670
　 あゆみ保育園　☎0178-52-2206

　子育て支援センター事業は、子育て支援の一環と
して町が保育施設に委託して実施しています。各行
事は、子育て家庭ならどなたでも参加できます。参
加希望者はお問い合わせください。

（共催）
　三田保育園、菜の花保育園、あゆみ保育園

●場所　イオンモール下田・西コート

※えほん、手遊び、ふれあい遊びなど

４月２０日㊎　１１時～
広場

日時 行事内容

三
田
保
育
園

12日㊍ 10：00～10：45 ベビーリトミックサークル
13日㊎ 10：00～11：30 スクラップブッキングクラブ　ちょき・ぺた
17日㊋ 10：00～12：00 ハンドメイドクラブ
18日㊌ 10：00～12：00 すこやかＤＡＹ（成長記録・身体計測）
19日㊍ 10：00～11：30 ハッピーキッズ（ハーフバースディ・1歳バースディカード製作）
23日㊊ 10：00～12：00 ほっとカフェ
24日㊋ 10：30～12：00 アフタービクスサークル
25日㊌ 10：00～12：00 親子クラブ
26日㊍ 10：00～11：30 よちよちひろば
詳しくは公民館などにある「たんぽぽつうしん」をご覧ください

菜
の
花
保
育
園

7日㊏ 9：30～10：00 保育体験
7日㊏ 10：00～11：30 わくわくサークル「小物入れ製作」
7日㊏ 12：50～13：50 フラダンスサークル
9日㊊ 10：00～11：30 リラックマサークル「自由遊び、おしゃべりタイムなど」

11日㊌ 10：00～11：30 アンパンマンサークル「アルバム作り」
16日㊊ 10：00～11：30 リラックマサークル「自由遊び、おしゃべりタイムなど」
17日㊋ 10：00～11：30 すくすくルーム（身長、体重計測、手形作成など）
18日㊌ 10：00～11：30 フラダンスサークル「小物作り」
21日㊏ 9：30～10：00 保育体験・離乳食教室
21日㊏ 10：00～11：30 クックサークル「ひじきのおかず作り」
21日㊏ 12：50～13：50 フラダンスサークル
23日㊊ 10：00～13：00 サニースマイルママ「雑貨作りなど」
24日㊋ 10：30～11：30 おもちゃ作り【みらい館サークル】
26日㊍ 10：30～11：30 ふれあい遊び【みらい館サークル】

30日㊊ 10：00～15：00 遊びと学びの五感フォーラム【みなくる館】
（おいらせもりのようちえん協賛）

詳しくは公民館などにある「わくわくつうしん」をご覧ください

あ
ゆ
み
保
育
園

13日㊎ 9：55～11：30 英語で遊ぼう【北公民館】
17日㊋ 9：55～11：50 こいのぼり製作・顔合わせ

18日㊌ 10：30～11：30
ちょっとママ体験スクール（限定3組）
※子どもの遊びや離乳食を体験します
※0～1歳のお子様がいる人または妊娠中の人が対象

19日㊍ 9：55～11：50 ファミリーサロン
25日㊌ 9：55～11：30 はんど＆はあと【デイサービス和花】
26日㊍ 9：55～11：50 おいらせクロパ【あじゅまるビル】
27日㊎ 9：55～12：30 お花見会

30日㊊ 10：00～13：00 遊びと学びの五感フォーラム【みなくる館】
（おいらせもりのようちえん協賛）

★詳しくは公民館などにある「きらら通信」をご覧ください。

おいらせ町地域子育て支援センター ４月の行事

OIRASE     2018.4 14
Public Relations



老人福祉センター☎0178-56-4415　農村環境改善センター☎0178-56-5255　　　　　　　　　　　　　　　　いきいき館☎0178-52-7095　みなくる館☎0178-52-3900　学校給食センター☎0178-52-3319
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店
の
お
客
様
に
限
り

鉢
、
花
壇
苗
、
ハ
ム
類
、
切
手
、

雑
貨
な
ど
を
表
示
価
格
よ
り
１

割
引
き（
配
達
は
割
引
対
象
外
）

○�

催
事　
▼
「
鉢
」
ま
た
は
「
骨

付
き
フ
ラ
ン
ク
」
を
先
着
各
50

人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

問
公
立
ぎ
ん
な
ん
寮

☎
０
１
７
６
‐
５
６
‐
５
１
２
１

［ 

一
般
幹
部
候
補
生

　
　
　
　
　
（
一
般
・
飛
行
）］

○�

資
格　
22
歳
～
25
歳
の
者
（
平

成
30
年
４
月
１
日
現
在
、
修
士

課
程
修
了
者
は
28
歳
未
満
）

○
受
付
期
間　
３
月
１
日
㊍

　
　
　
　
　
　
　
～
５
月
１
日
㊋

○�

試
験
期
日　

▼
５
月
12
日
㊏

（
筆
記
試
験
）
▼
５
月
13
日
㊐

（
筆
記
式
操
縦
適
性
検
査
、
飛

行
要
員
の
み
）

○�

試
験
場
所　
別
途
連
絡
し
ま
す

［ 

海
上
自
衛
隊
技
術
海
上
幹
部
／

航
空
自
衛
隊
技
術
航
空
幹
部
］

○�
資
格　
38
歳
未
満
の
者
（
平
成

30
年
４
月
１
日
現
在
、
卒
業
学

部
な
ど
の
細
部
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
）

○
受
付
期
間　
４
月
20
日
㊎

　
　
　
　
　
　
　
～
５
月
25
日
㊎

○
試
験
期
日　
６
月
25
日
㊊

○�

試
験
場
所　
▼
海
上
…
横
須
賀

基
地
▼
航
空
…
目
黒
基
地

［
海
上
自
衛
隊
技
術
海
曹
］

○�

資
格　
20
歳
以
上
で
各
種
国
家

免
許
資
格
な
ど
を
保
有
す
る
者

（
平
成
30
年
４
月
１
日
現
在
、

資
格
な
ど
の
詳
細
は
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
）

○�

受
付
期
間　
４
月
20
日
㊎

　
　
　
　
　
　
　
～
５
月
25
日
㊎

○
試
験
期
日　
６
月
22
日
㊎

○
試
験
場
所　
八
戸
航
空
基
地

［
航
空
自
衛
隊
技
術
空
曹
］

○�

資
格　
21
歳
以
上
で
第
２
種
電

気
主
任
技
術
者
お
よ
び
、
20
歳

以
上
で
第
３
種
電
気
主
任
技
術

警
察
官
の
募
集
案
内

 

公
共
職
業
訓
練

 

住
宅
建
築
施
工
科

 
６
月
記
受
講
生
募
集

○�

試
験
日　
▼
第
１
次
試
験
…
７

月
８
日
㊐
（
７
月
13
日
㊎
合
格

発
表
）
▼
第
２
次
試
験
…
８
月

中
旬
（
８
月
下
旬
合
格
発
表
）

○�

試
験
場
所　
▼
第
１
次
試
験
…

青
森
市
・
八
戸
市
・
弘
前
市
▼

第
２
次
試
験
…
青
森
市

［
警
察
官
Ｂ
］

○�

受
験
資
格　
昭
和
61
年
４
月
２

日
～
平
成
13
年
４
月
１
日
に
生

ま
れ
た
者
（
大
学
を
卒
業
し
た

者
ま
た
は
平
成
31
年
３
月
31
日

ま
で
に
大
学
卒
業
見
込
み
の
者

を
除
く
）

○�

受
付
期
間　
７
月
13
日
㊎

　
　
　
　
　
　
　
～
８
月
31
日
㊎

○�

試
験
日　
▼
第
１
次
試
験
…
９

月
23
日
㊐
（
９
月
28
日
㊎
合
格

発
表
）
▼
第
２
次
試
験
…
11
月

上
旬
（
11
月
下
旬
合
格
発
表
）

○�

試
験
場
所　
▼
第
１
次
試
験
…

青
森
市
・
八
戸
市
・
弘
前
市
▼

第
２
次
試
験
…
青
森
市

問
三
沢
警
察
署 

警
務
課

☎
０
１
７
６
‐
５
３
‐
３
１
４
５

　
青
森
県
警
察
本
部
で
は
、
警
察

官
の
採
用
試
験
を
次
の
と
お
り
行

い
ま
す
。

［
警
察
官
Ａ
］

○�
受
験
資
格　
昭
和
61
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
者
で
、
大

学
を
卒
業
し
た
者
（
ま
た
は
平

成
31
年
３
月
31
日
ま
で
に
大
学

卒
業
見
込
み
の
者
）

○
受
付
期
間　
５
月
７
日
㊊

　
　
　
　
　
　
　
～
６
月
15
日
㊎

　
青
森
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン

タ
ー
八
戸
実
習
場
で
は
、
離
職
者

の
早
期
再
就
職
を
図
る
た
め
、
公

共
職
業
訓
練「
住
宅
建
築
施
工
科
」

受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

○�

応
募
資
格　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

求
職
の
お
申
し
込
み
を
し
て
い

る
方

○�

訓
練
内
容　
木
造
住
宅
の
施
工

方
法
に
関
す
る
技
能
・
知
識
の

習
得

○
訓
練
期
間　
６
月
７
日
㊍

　
　
　
　
　
　
　
～
11
月
29
日
㊍

○�

訓
練
場
所　
青
森
職
業
能
力
開

発
促
進
セ
ン
タ
ー
・
八
戸
実
習

場
○
定
員　
15
人

○�

受
講
料　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代

な
ど
は
別
途
必
要
で
す
）

○�

申
込
方
法　
４
月
６
日
㊎
～
５

月
18
日
㊎
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
訓
練
見
学
説
明
会

　
▼�

日
時　
４
月
24
日
㊋
・
５
月

８
日
㊋
（
い
ず
れ
か
都
合
の

良
い
日
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
）

　
▼�

場
所　
青
森
職
業
能
力
開
発

促
進
セ
ン
タ
ー
・
八
戸
実
習

場

　
▼
参
加
費　
無
料

問 

［
見
学
会
申
込
先
］
青
森
職
業

能
力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー
・
八

戸
実
習
場

☎
０
１
７
８
‐
７
３
‐
５
５
３
５
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○�

利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス　
▼
会

議
室
、
パ
ソ
コ
ン
、
印
刷
機
の

利
用
▼
助
成
金
な
ど
の
情
報
提

供
▼
市
民
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
関
す
る
講
座
の
受
講

▼
団
体
の
設
立
や
運
営
に
関
す

る
相
談
ほ
か

問 

八
戸
市
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
・
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

わ
い
ぐ
（
八
戸
市
根
城
八
丁
目
８

‐
１
５
５　

八
戸
市
総
合
福
祉
会

館
・
は
ち
ふ
く
プ
ラ
ザ
ね
じ
ょ
う
）

☎
０
１
７
８
‐
７
３
‐
３
３
１
１

FAX
０
１
７
８
‐
７
３
‐
３
３
１
２

募　
　

集

 
求
職
者
支
援
訓
練

 

経
理
・
Ｏ
Ａ
事
務
科

　
　
　

受
講
生
募
集

○�

応
募
資
格　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

求
職
申
込
み
を
し
て
い
る
方

○�

訓
練
内
容　
就
職
支
援
、
パ
ソ

コ
ン
操
作
、
文
書
作
成
・
表
計

算
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
実

習
、
ビ
ジ
ネ
ス
実
務
実
習
、
表

計
算
デ
ー
タ
処
理
実
習
、簿
記・

会
計
実
習
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
実
習
、
総

合
実
習
、
一
般
事
務
演
習

○�

訓
練
期
間　
５
月
30
日
㊌

　
　
　
　
　
　
　
～
11
月
29
日
㊍

○
訓
練
時
間　
９
時
～
15
時
50
分

○
募
集
期
間　
５
月
２
日
㊌
ま
で

○�

定
員　
12
人
（
面
接
お
よ
び
ス

キ
ル
チ
ェ
ッ
ク
に
よ
る
選
考
を

行
い
ま
す
）

○�

選
考
日
時　
５
月
10
日
㊍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
13
時
半
～

○
結
果
発
送　
５
月
15
日
㊋

○�

受
講
料　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代

１
２
，
２
０
４
円
と
職
場
見
学

の
際
の
交
通
費
は
別
途
負
担
く

だ
さ
い
）

○�

託
児
サ
ー
ビ
ス　
生
後
４
か
月

～
小
学
校
入
学
前
の
お
子
様
が

い
る
方
は
、
託
児
サ
ー
ビ
ス
を

無
料
で
利
用
で
き
ま
す
。な
お
、

　
八
戸
市
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
「
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
わ

い
ぐ
」
に
、
お
い
ら
せ
町
内
の
市

民
活
動
団
体
も
登
録
で
き
ま
す
。

登
録
す
る
と
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ

ス
も
増
え
て
、
さ
ら
に
便
利
に
！

　
見
学
も
随
時
受
付
。
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
団
体
登
録
料　
無
料

ミ
ル
ク
・
お
む
つ
は
実
費
で
負

担
く
だ
さ
い
。

問 

［
訓
練
場
所
］
Ｐ
Ｃ
ラ
ン
ド
三

沢
校
（
お
い
ら
せ
町
青
葉
二
丁

目
50
‐
３
２
３
）

☎
０
１
７
６
‐
５
１
‐
２
０
６
８

 

国
家
公
務
員

　
　
　
　

採
用
試
験

  

夏
休
み
海
外
研
修
交

流
事
業
参
加
者
募
集

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

わ
い
ぐ
登
録
団
体
募
集

月
27
日
㊌
（
当
日
受
信
有
効
）

○
第
１
次
試
験
日　
９
月
２
日
㊐

※�

申
込
方
法
や
受
験
資
格
な
ど
の

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
人

事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

問 

人
事
院
東
北
事
務
局 

第
二
課

試
験
係

☎
０
２
２
‐
２
２
１
‐
２
０
２
２

　
人
事
院
で
は
、
次
の
と
お
り
国

家
公
務
員
採
用
試
験
を
実
施
い
た

し
ま
す
。
申
込
み
は
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
に
よ
り
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

［ 

総
合
職
試
験
（
院
卒
者
・
大
卒

程
度
試
験
）］

○�

申
込
期
間　
３
月
30
日
㊎
～
４

月
９
日
㊊
（
当
日
受
信
有
効
）

○
第
１
次
試
験
日　
４
月
29
日
㊐

［
一
般
職
試
験（
大
卒
程
度
試
験
）］

○�

申
込
期
間　
４
月
６
日
㊎
～
４

月
18
日
㊌
（
当
日
受
信
有
効
）

○
第
１
次
試
験
日　
６
月
17
日
㊐

［
一
般
職
試
験
（
高
卒
者
試
験
）］

○�

申
込
期
間　
６
月
18
日
㊊
～
６

　
体
験
を
通
し
て
、
互
い
の
理
解

や
交
流
を
深
め
、
国
際
性
を
養
う

９
コ
ー
ス
の
海
外
研
修
参
加
者
を

募
集
し
ま
す
。
お
一
人
で
の
参
加

が
７
割
以
上
、
初
め
て
海
外
へ
行

か
れ
る
方
も
多
く
、
全
国
の
参
加

者
と
の
出
会
い
が
あ
り
ま
す
。
仲

間
づ
く
り
の
指
導
も
行
い
ま
す
の

で
、安
心
し
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○�

研
修
内
容　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
文
化
交
流
、

学
校
体
験
、
英
語
研
修
、
地
域

見
学
、
野
外
活
動
な
ど

○�

研
修
先　
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ

ス
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
カ
ナ

ダ
、
サ
イ
パ
ン
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
、
フ
ィ
ジ
ー
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

○�
日
程　
７
月
26
日
㊍
～
８
月
16

日
㊍
（
８
～
18
日
間
、
コ
ー
ス

に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

○�

対
象　
小
学
校
３
年
生
～
高
校

３
年
生
の
方
（
コ
ー
ス
に
よ
り

異
な
り
ま
す
）

○�

説
明
会　
全
国
11
都
市
で
５
月

開
催
（
入
場
無
料・予
約
不
要
）

○
参
加
費　
24
万
８
千
～
59
万
円

○�

申
込
締
切　
５
月
22
日
㊋
ま
た

は
６
月
８
日
㊎
（
コ
ー
ス
に
よ

り
異
な
り
ま
す
）

問 

（
公
財
）
国
際
青
少
年
研
修
協

会
（
〒
１
４
１
‐
０
０
３
１　

東
京
都
品
川
区
西
五
反
田
７
‐

15
‐
４
）

☎
０
３
‐
６
４
１
７
‐
９
７
２
１

相　
　

談

  

平
成
30
年
度

　
　
　
　

教
育
相
談

　
児
童
生
徒
と
そ
の
関
係
者
を
対

象
に
、
い
じ
め
、
不
登
校
、
非
行
、

し
つ
け
、
進
路
、
勉
強
に
関
す
る

こ
と
な
ど
の
相
談
を
受
け
付
け
ま

す
。

○
相
談
日　
毎
週
火
・
水
・
木
曜

○�

相
談
時
間　
午
前
９
時
～
12
時

／
午
後
１
時
～
４
時

○
相
談
場
所　
み
な
く
る
館

問 

教
育
相
談
電
話

☎
０
１
７
８
‐
５
６
‐
２
０
１
９
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相　
　

談

納
税
相
談
（
４
月
）

　

心
配
ご
と
相
談

　
　
　
　
　
（
４
月
）

 

家
計
の
悩
み
を

　

ご
相
談
く
だ
さ
い

行
政
相
談
（
４
月
）

　
日
中
、
お
仕
事
な
ど
で
税
金
の

納
付
や
相
談
が
困
難
な
方
を
対
象

に
、
夜
間
と
休
日
に
納
税
相
談
日

を
設
け
て
い
ま
す
。
開
設
時
間
内

で
あ
れ
ば
各
種
税
金
を
納
め
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

［
夜
間
納
税
相
談
］
17
時
～
20
時

○
本
庁
舎
（
税
務
課
）

▼
４
月
３
日
㊋
・
17
日
㊋

○
分
庁
舎
（
分
庁
サ
ー
ビ
ス
課
）

　

▼
４
月
10
日
㊋
・
24
日
㊋

○
日
時　
４
月
４
日
㊌

　
　
　
　
　
　
　
10
時
～
12
時

○
場
所　
い
き
い
き
館
・
談
話
室

問
お
い
ら
せ
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
０
１
７
８
‐
５
２
‐
７
０
６
６

　
消
費
者
信
用
生
活
協
同
組
合
で

は
、
く
ら
し
や
お
金
の
悩
み
を
相

談
員
が
伺
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
計

に
あ
っ
た
解
決
策
を
一
緒
に
考
え

ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
生
活

資
金
の
貸
付
や
弁
護
士
と
の
連
携

に
よ
る
支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

個
室
相
談
で
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は

厳
守
し
ま
す
。

問 

消
費
者
信
用
生
活
協
同
組
合 

八
戸
事
務
所
（
八
戸
市
八
日
町

36
）

※�

最
寄
り
の
バ
ス
停
…
十
和
田
観

光
電
鉄
ま
た
は
八
戸
市
営
バ
ス

停
▼
行
き
「
八
日
町
」
▼
帰
り

「
八
戸
中
心
街
タ
ー
ミ
ナ
ル
六

日
町
」

☎
０
１
２
０
‐
１
０
２
‐
０
８
４

　
行
政
相
談
は
、
皆
さ
ん
が
毎
日

の
生
活
の
な
か
で
関
わ
っ
て
い
る

役
所
の
事
務
・
手
続
き
や
サ
ー
ビ

ス
な
ど
に
つ
い
て
、苦
情
や
意
見・

要
望
を
お
聞
き
し
、
解
決
を
進
め

て
い
く
場
所
で
す
。

○
日
時　
４
月
25
日
㊌

　
　
　
　
　
　
　
10
時
～
12
時

○
場
所　
中
央
公
民
館

問 

総
務
課

☎
０
１
７
８
‐
５
６
‐
２
１
６
６

［
休
日
納
税
相
談
］

○
本
庁
舎
（
税
務
課
）

　

▼
４
月
１
日
㊐

　

▼
８
時
半
～
17
時

★�

高
齢
者
や
身
体
の
不
自
由
な
人

が
、
ど
う
し
て
も
金
融
機
関
や

役
場
窓
口
で
税
金
・
保
険
料
を

納
め
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、
自

宅
へ
訪
問
し
徴
収
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

★�
税
金
・
保
険
料
の
４
月
２
日
㊊

納
期
限
の
督
促
状
発
送
日
は
、

４
月
20
日
㊎
で
す
。

※�

納
め
忘
れ
の
防
止
に
は
、
手
間

の
か
か
ら
な
い
口
座
振
替
が
お

ス
ス
メ
で
す
！

問 

税
務
課

☎
０
１
７
８
‐
５
６
‐
４
７
０
４

お
よ
び
税
額
を
確
認
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

○�

期
間　
４
月
２
日
㊊
～
５
月
31

日
㊍
（
㊏
㊐
㊗
は
除
く
）

○�

縦
覧
時
間　
８
時
15
分
～
17
時

○
縦
覧
場
所　
税
務
課（
本
庁
舎
）

○
手
数
料　
無
料

○�

申
請
に
必
要
な
物　

は
ん
こ
、

身
分
証
明
証
（
運
転
免
許
証
、

健
康
保
険
証
な
ど
）

※�

代
理
人
が
申
請
す
る
場
合
、
納

税
義
務
者
か
ら
の
委
任
状
、
借

地
人
や
借
家
人
は
賃
貸
借
契
約

書
が
必
要
で
す
。

問 

税
務
課

☎
０
１
７
８
‐
５
６
‐
４
７
０
４

◀ 信用生協ホームページ
　（ http://www.cfc-ss.

coop/）

お
知
ら
せ

  

平
成
30
年
度
固
定
資

産
価
格
等
の
縦
覧

　
縦
覧
制
度
は
、
固
定
資
産
（
土

地
・
家
屋
）
の
評
価
額
を
周
辺
の

評
価
額
と
比
較
し
、
適
正
を
確
認

す
る
も
の
で
す
。
町
の
固
定
資
産

税
納
税
義
務
者
で
あ
れ
ば
、
自
分

の
所
有
す
る
固
定
資
産
以
外
で
も

縦
覧
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
自
己
所
有
資
産
で
あ
れ

ば
課
税
台
帳
（
名
寄
帳
）
の
閲
覧

も
で
き
ま
す
。
固
定
資
産
評
価
額

教養講座▶ 英会話教室（前期）

問社会教育・体育課
　◆電話での申込み　☎ 0178-56-4276
　◆メールでの申込み（専門講座専用）
　　senmonkouza@town.oirase.aomori.jp

おいらせの学びカレッジ専門講座

◉開催期間　５月 23日㊌～９月 26日㊌
◉時間・コース
　▶初級…13時 30分～ 14時 30分
　▶中級…14時 40分～ 15時 40分
　▶上級…15時 50分～ 16時 50分
◉場所　東公民館・２階会議室
◉講師　町国際交流員・立崎�マリア�さん
◉定員　各コース 15人程度
◉締切　５月 11日㊎まで
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老人福祉センター☎0178-56-4415　農村環境改善センター☎0178-56-5255　　　　　　　　　　　　　　　　いきいき館☎0178-52-7095　みなくる館☎0178-52-3900　学校給食センター☎0178-52-3319老人福祉センター☎0178-56-4415　農村環境改善センター☎0178-56-5255　　　　　　　　　　　　　　　　いきいき館☎0178-52-7095　みなくる館☎0178-52-3900　学校給食センター☎0178-52-3319

おいらせ病院☎0178-52-3111　中央公民館☎0178-56-2251　東公民館☎0178-52-2061　　　　　　　　　　北公民館☎0176-57-0033　町民交流センター☎0178-56-4711　いちょう公園体育館☎0178-52-6744　

る
団
体
な
ど

○
応
募
期
間　
４
月
１
日
㊐

　
　
　
　
　
　
　
～
６
月
30
日
㊏

○�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　
応
募
要
項
と

申
請
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　
▼ http://w

w
w

.m
ichinoku-

furusato.or.jp

問 

［
応
募
先
］（
公
財
）み
ち
の
く
・

ふ
る
さ
と
貢
献
基
金 

事
務
局

（
担
当
：
鳴
海
・
川
村
）

　

 

〒
０
３
０
‐
８
６
２
２　

青
森

市
勝
田
一
丁
目
３
‐
１

☎
０
１
７
‐
７
７
４
‐
１
１
７
９

お
知
ら
せ

 
教
育
・
福
祉
・
環
境

　
　
　

助
成
金
事
業

当
す
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

　
①�

青
森
県
の
自
然
、
地
域
、
生

活
文
化
、
歴
史
、
風
土
な
ど

の
地
域
資
源
を
活
用
・
創
造

す
る
活
動
や
、
健
康
増
進
、

医
療
、
福
祉
、
環
境
に
関
連

す
る
活
動
を
行
う
こ
と

　
②�

２
０
１
８
年
10
月
１
日
～

２
０
１
９
年
９
月
30
日
の
期

間
内
に
実
施
す
る
活
動
で
あ

る
こ
と

　
③�
助
成
金
給
付
後
、
活
動
・
研

究
報
告
書
を
提
出
す
る
こ
と

　
※�
次
に
該
当
す
る
場
合
は
対
象

外
で
す
▼
過
去
３
年
以
内
に

当
該
財
団
の
助
成
金
を
受
け

た
団
体
な
ど
▼
政
治
活
動
ま

た
は
宗
教
活
動
を
目
的
と
す

  

協
会
け
ん
ぽ
・
青
森

支
部
の
保
険
料
率

　
全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会
け

ん
ぽ
）
青
森
支
部
で
は
、
県
内
の

中
小
企
業
の
従
業
員
と
そ
の
ご
家

族
が
加
入
す
る
健
康
保
険
事
業
を

運
営
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
に
お
け
る
青
森
支

部
の
健
康
保
険
料
率
は
９
．
９
６

％
の
ま
ま
据
え
置
き
で
す
。な
お
、

保
険
料
額
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ご
確
認
で
き
ま
す
。

問 

全
国
健
康
保
険
協
会
青
森
支
部

☎
０
１
７
‐
７
２
１
‐
２
７
１
３

▼ http://w
w

w
.kyoukaikenpo.

or.jp/shibu/aom
ori/

手話奉仕員養成講座・基礎編
受講者を募集します

●開催日時　５月14日㊊から毎週月曜日
　（全25回）19時～20時30分
●�場所　療育・障害者相談センターボイス
内（三沢市大字三沢字堀口164-1）

●�対象者　三沢市、六戸町、おいらせ町に
在住・在職する16歳以上の手話経験者

●�定員　先着20人（受講可否は郵送します）
●受講料　3,240円（テキスト代として）
●申込期間　４月９日㊊～20日㊎
●�申込方法　所定の申込書を持参、郵送ま
たはＦＡＸで提出ください。申込書は介
護福祉課で配布するほか、町ホームペー
ジからダウンロードできます。

問介護福祉課　☎0178-56-4705
※詳細は町ホームページをご確認ください。

　
（
公
財
）
み
ち
の
く
・
ふ
る
さ

と
貢
献
基
金
で
は
、
県
内
の
地
域

貢
献
を
目
的
に
、
個
人
、
団
体
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
企
業
な
ど
に
助
成

金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

○�

助
成
金
額　
必
要
費
用
以
内
で

百
万
円
を
限
度

○�

対
象
者
・
団
体　
原
則
と
し
て

１
年
以
上
の
継
続
的
、
組
織
的

活
動
実
績
の
あ
る
個
人
、団
体
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
企
業
な
ど

○�

応
募
条
件　
次
の
す
べ
て
に
該

八
戸
地
域
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
の
紹
介

◉ 

八
戸
地
域
広
域
市
町
村
圏

事
務
組
合
と
は
？

　
消
防
・
ご
み
・
介
護
福
祉
な

ど
に
関
す
る
業
務
を
市
町
村
共

同
で
行
う
た
め
に
設
置
さ
れ
た

特
別
地
方
公
共
団
体
で
あ
る

「
一
部
事
務
組
合
」
で
す
。
昭

和
46
年
に
発
足
し
ま
し
た
。

　
構
成
市
町
村
は
、
八
戸
市
、

三
戸
町
、
五
戸
町
、
田
子
町
、

南
部
町
、
階
上
町
、
新
郷
村
、

お
い
ら
せ
町
の
８
市
町
村
。
組

合
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
は
、
八

幡
馬
を
モ
チ
ー
フ
に
、
三
戸
町

出
身
の
漫
画
家
・
馬
場
の
ぼ
る

さ
ん
が
デ
ザ
イ
ン
し
ま
し
た
。

◉
共
同
で
処
理
す
る
事
業

　
事
業
に
よ
っ
て
、
全
市
町
村

で
共
同
処
理
す
る
も
の
や
、
一

部
の
市
町
村
で
共
同
処
理
す
る

も
の
が
あ
り
ま
す
。

①
消
防
事
務
…
全
市
町
村

②�

介
護
認
定
審
査
会
事
務
…
全

市
町
村

③�

し
尿
処
理
施
設
に
関
す
る
こ

と
…
八
戸
市
、
南
部
町
の
旧

福
地
村
地
区
、
階
上
町

④�

ご
み
焼
却
施
設
に
関
す
る
こ

と
…
八
戸
市
、
南
部
町
の
旧

福
地
村
地
区
、
階
上
町

⑤�

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
に
関
す

る
こ
と
…
八
戸
市
、
南
部
町

の
旧
福
地
村
地
区
、
階
上
町

◉
執
行
機
関
（
３
月
26
日
現
在
）

　
組
合
に
は
、
構
成
市
町
村
長

の
互
選
に
よ
り
管
理
者
と
、
管

理
者
を
補
佐
す
る
副
管
理
者
を

置
い
て
お
り
、
消
防
を
除
い
て

構
成
市
町
村
の
職
員
が
業
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
組
合

の
財
務
や
事
業
に
つ
い
て
監
査

を
行
う
監
査
委
員
は
、
管
理
者

が
議
会
の
同
意
を
得
て
、
組
合

議
員
お
よ
び
識
見
を
有
す
る
者

か
ら
選
任
し
ま
す
。

［�

管
理
者
］
▼
小
林�

眞
（
八
戸

市
長
）　

［�

副
管
理
者
］▼
三
浦�

正
名（
五

戸
町
長
）▼
田
名
部�

政
一（
八

戸
市
副
市
長
）

［�

監
査
委
員
］▼
早
狩�

博
規（
八

戸
市
代
表
監
査
委
員
）

※�

構
成
市
町
村
役
場
で
組
合
の

概
要
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

組
合
Ｈ
Ｐ
で
も
公
開
中
で
す
。

問 

八
戸
地
域
広
域
市
町
村
圏
事

務
組
合
事
務
局 

総
務
課（
八

戸
市
内
丸
一
丁
目
１
番
１

号
・
八
戸
市
庁
内
）

　

☎
０
１
７
８
㊸
９
５
５
６
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老人福祉センター☎0178-56-4415　農村環境改善センター☎0178-56-5255　　　　　　　　　　　　　　　　いきいき館☎0178-52-7095　みなくる館☎0178-52-3900　学校給食センター☎0178-52-3319老人福祉センター☎0178-56-4415　農村環境改善センター☎0178-56-5255　　　　　　　　　　　　　　　　いきいき館☎0178-52-7095　みなくる館☎0178-52-3900　学校給食センター☎0178-52-3319
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野菜づくりをしてみませんか？
町民農園オーナーを募集中！
●農園面積　１区画15坪（50㎡）
●利用期間　４月下旬～１０月末日
●区 画 数 　29区画（１世帯に対し２区画まで）
●募集期間　４月２日㊊～４月13日㊎（先着順）
●�申込方法　申込用紙を農林水産課へ提出ください
　※�申込用紙は農林水産課で配布しています。また、
町ホームページでもダウンロードできます。

　農家ではない人にも農作物や花を育て収穫する喜び
を楽しんでもらうため、町民を対象に無料で農園を貸
し出しています。貸出農具や、物置小屋、駐車場もあ
ります。

問 農林水産課　☎0178-56-4279

●場所　おいらせ町向山三丁目３－７４

◉←農園

青い森鉄道→

←至 六戸

第二みちのく有料道路

　加害者から治療費を受け取ったり、示談を済ませた
りすると国保が利用できなくなります。
　交通事故など第三者から傷病を受けた際の受診で国
保を使う場合、環境保健課に届出が必要です。

　学生用の保険証が申請により交付・更新されます。
○�対象者　▶町外に転出し、学校教育法で定める学
校に通学予定の人▶現在学生用の保険証を持ち、
平成30年４月以降も引き続き学生の人
○�必要なもの　はんこ、国保保険証、在学証明書（平
成30年４月以降発行のもの、学生証は不可）、マ
イナンバーが分かるもの
※�卒業時には、学生用保険証返還の届出が必要です。

　次のような場合には、14日以内に環境保健課ま
たは町民課へ届け出ください。
▶職場の健康保険に加入した…国保資格は自動喪失
されません、届出には全員分の新保険証が必要です
▶職場の健康保険をやめた…職場の健康保険資格喪
失の証明書が必要です▶職場の健康保険に加入して
おらず町外から転入・町外へ転出・出生・死亡があっ
た、など
　届け出が遅れると、健康保険の二重加入により不
利益を受けることがあります。また、保険証が変わ
る時は、病院や薬局にも連絡してください。

交通事故のときは必ず届け出を

町外で進学・進級する国保加入者は届出を

資格異動のときは必ず届出が必要です

2

3

1

国 健 保民 康 険
問環境保健課　☎ 0178-56-4218

　町では毎月、町内の事業所などで献血を実
施しています。平成30年度は右記のとおり予
定しています。
　献血を行うことで、糖尿病や肝疾患などの
診断結果を無料で確認でき、社会貢献と同時
に健康管理を行うことができます。身近な社
会貢献である献血にご協力をお願いします。
●受付時間　（午前）10時00分～12時00分
　　　　　　（午後）13時15分～16時30分
　※12月のみ受付時間は９時～16時です

問環境保健課　☎0178-56-4218　

平成30年度の献血日程 実施日 場所

4/1㊐ イオンモール下田

5/3㊍㈷ マエダストア
　　　おいらせ店

5/24㊍（午前）役場本庁舎

5/24㊍（午後）役場分庁舎

6/3㊐ イオンモール下田

7/1㊐ イオンモール下田

8/12㊐ イオンモール下田

9/2㊐ イオンモール下田

実施日 場所

10/7㊐ イオンモール下田

11/25㊐ イオンモール下田

12/23㊐ イオンモール下田

1/6㊐ コープおいらせ店

1/27㊐ イオンモール下田

2/3㊐ イオンモール下田

3/3㊐ イオンモール下田

3/31㊐ イオンモール下田
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税目 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 翌１月 翌２月

軽自動車税
全期

（31日） ―― ―― ―― ―― ―― ―― ―― ―― ――

固定資産税
第１期

（31日） ―― 第２期
（31日） ―― 第３期

（10月1日）
第４期

（30日） ―― ―― ――

町・県民税
（普通徴収） ―― 第１期

（7月2日）
―― 第２期

（31日） ―― 第３期
（31日） ―― 第４期

（25日） ―― ――

国民健康
保険税

（普通徴収）
―― ―― 第１期

（31日）
第２期

（31日）
第３期

（10月1日）
第４期

（31日）
第５期

（30日）
第６期

（25日）
第７期

（31日）
第８期

（28日）

介護保険料
（普通徴収） ―― ―― 第１期

（31日）
第２期

（31日）
第３期

（10月1日）
第４期

（31日）
第５期

（30日）
第６期

（25日）
第７期

（31日）
第８期

（28日）

後期高齢者
医療保険料
（普通徴収）

―― ―― 第１期
（31日）

第２期
（31日）

第３期
（10月1日）

第４期
（31日）

第５期
（30日）

第６期
（25日）

第７期
（31日）

第８期
（28日）

平成30年度 町税等の期別納期限 問税務課
　　☎0178-56-4704

納期限内に納めなかった場合

　平成30年度の町税や保険料などの納期限日は、下記の表のとおりです。
　口座振替をご利用の人は納期限日が振替日です。振替日の前日までに預貯金の残高をご確認ください。納期
限内の納付をお願いいたします。

町税などを納期限までに納付いただけない場合、税負担の公平性を保つため、次の手順で滞納整理いたします。

換　　　価

滞納処分（差押え）

催　　　告

督　　　促

納期限を過ぎますと、延滞金（納期限と税額により計算）が加算される場合があり
ます。納付する日によっては、延滞金もあわせて納めていただく必要があります。

地方税法の規定により、納期限後20 日以内に督促状を発送します。督促状が発送
されると、督促手数料もあわせて納めていただく必要があります。

自主納付を促すため、文書・電話・訪問などによる催告を行います。
※滞納の状況や経緯によって、催告を省略し滞納処分を実施する場合もあります。

給与・預金・不動産などを調査し、その結果
にもとづき差押えをします。

差押えた財産を現金化し、町税などに充てる
ことになります。

納期限の経過

　差押えなどの滞納処分は、主に連絡や相談がない人、約束い
ただいた納付計画が守られていない人を対象に実施します。
　特別な事情により納付が困難になったときは、お早めに税務
課へご相談ください。

OIRASE     2018.4 20
Public Relations



●申請期限　平成 30 年 12 月 20 日㊍まで
　工事着工前に指定の申請書類を提出ください
● 対象者　浄化槽を新たに設置する人、または単独
浄化槽から合併浄化槽に切り替える人

●主な交付要件
　①公共下水道事業認可区域外に設置すること
　②�平成 31年２月末日までに事業完了すること
　③�本人および世帯が町税などを滞納していないこと

　下水道が当面整備されない地区の浄化槽設置に、
補助金を交付します。住宅・事業所が対象となり、
借家などは対象外となります。

一般住宅用 区分 限度額
5人槽 529,000 円
6人槽～7人槽 662,000 円
8人槽～10人槽 897,000 円

事業所用　区分 限度額
5人槽 352,000 円
6人槽～7人槽 441,000 円
8人槽～10人槽 598,000 円
11人槽～15人槽 876,000 円
16人槽以上（上限）1,174,000 円

浄化槽設置に補助金を交付します

問地域整備課 下水道係　☎ 0178-56-4819

◎ 排水の仕組みと経路
　▶ 下水道…排水は敷地内の排水管、下水道管やポ
ンプ施設を経由し、処理施設で水質処理され、
放流されます。

　▶ 浄化槽…排水は敷地内の排水管を通り、浄化槽
で水質処理され、敷地内で浸透処理されます。

◎ 詰まりや破損の防止方法
　 　排水溝に流してはいけないものを流すと、重大
な事故と余分な出費につながります。下記の点に
気をつけ、適切にご利用ください。

　① 生ゴミ・油類を流さない
　　 生ゴミは滞留することで、また油類は冷えて固
まることで詰まりの原因になります。

　②トイレにはトイレットペーパー以外流さない
　　 ティッシュペーパー、ウェットティッシュ、生
理用品、ビニール、掃除用シートなどは、使用
方法や注意書を確認し、適切に処理してください。

　③危険物を流さない
　　 ゴミやアルコール、ガソリンなどの危険物を流
すと、重大な事故につながります。

　浄化槽は、微生物の働
きを利用して汚水を浄化
するため、適正な管理が
必要です。そのため、浄
化槽法では次の３点が義
務付けられています。
　①定期的な保守点検
　②年１回の清掃
　③法定検査の受検（使用開始後と年１回）
　法定検査は、浄化槽が適正に維持管理され、本来
の浄化機能が十分に発揮されているかを判定するも
のです。一般社団法人�青森県浄化槽検査センター
が行います。
　また、浄化槽についてのご相談や、浄化槽の使用
開始時、廃止時および管理者の変更時などの届出に
ついては、三八地域県民局�環境管理部へご連絡・
お問い合せださい。
問一般社団法人青森県浄化槽検査センター
　　☎０１７－７２６－９５００
　三八地域県民局環境管理部
　　☎０１７８－２７－５１１１（代表）

◉便利な「口座振替」
　�　下水道使用料の納付は、ご指定の口座から自動
的にお支払いができる「口座振替」のご利用が便
利です。
　【 手続き方法】取扱金融機関の窓口に、「①『お客
様番号』の分かる『水道（下水道）使用水量のお
知らせ』など」「②通帳」「③お届け印」の３点を
お持ちください。

◉下水道使用料の減量認定
　①�一般家庭で水稲の育苗や菜園への散水など、下
水道に排出されない上水道が平常時と比べて、
１か月あたり５㎥以上ある場合は、減量認定の
対象となります。事前にご相談ください。

　　�　なお、営業用の場合は、量水器を設置する必
要があります。

　②�上水道の漏水により、汚水排水量が著しく相違
する場合は、減量認定の対象となります。ただ
し、一定の条件がありますのでご相談ください。

問 地域整備課 下水道係　☎0178-56-4819 問 地域整備課 下水道係　☎0178-56-4819

便器・排水管・下水道の
詰まりや破損を防ぎましょう

浄化槽を正しく使っていますか？

下水道使用料の納付は
口座振替が便利です！

下水道・浄化槽
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町 内 会
有楽町／阿光坊／
本村／新敷／
錦ヶ丘／洗平

住吉町／若葉／青葉／緑ヶ
丘／鶉久保／木ノ下／豊栄
／豊原／向山／苫米地／洋
光台／根岸／黒坂／深沢／
一川目／二川目

鍋久保／三本木／三田／間木／曙／
木内々／染屋／木崎／秋堂／中野平／
苗振谷地／向坂／本町地区／くるみ団
地／藤ヶ森／いちょう団地／堀切川／
川口／明神下／横道／日ヶ久保

燃 え る ご み 毎週月・木曜日 毎週火・金曜日
燃えないごみ ４月27日㊎ ４月24日㊋ ４月23日㊊

資 源 ご み 　　　　　　　　　　　　　４月４日㊌       　　　　　　　　　　　 ４月11日㊌
　　　　　　　　　　　　　４月18日㊌      　　　　　　　　　　　 ４月25日㊌

粗 大 ご み ４月13日㊎・27日㊎　★有料予約制／１週間前までに申込みが必要です

缶 ・ プ ラ ス チ ッ ク 紙
プ ラ ス チ ッ ク 　 び ん 　

ごみは夜出さず、収集日の朝８時までに出してください。ペットボトルのキャップやラベルははずしてください。また、黄色の警告
シールがついた場合、ごみ出しのルールが守られていません。ルールを守り、新しい袋かシールをはがした袋で出してください。 ご

み
カ
レ
ン
ダ
ー

小
型
家
電
巡
回
回
収 問環境保健課　☎0178-56-4218

※ 巡回時刻までに小型家電を持参してください。また、巡回場所に置き
去りにしないでください。

４月２３日 ㊊　【木ノ下・下田中学校区】

※ テレビ、洗濯・乾燥機、冷蔵・冷凍庫、エアコンは回収できません。

４月２４日 ㊋　【百石中学校区および苗振谷地】
時刻 巡回集会所
8:30 秋堂
8:45 木崎
9:00 染屋
9:15 間木
9:30 曙
9:45 三田
10:00 三本木
10:15 伝承館
10:30 阿光坊
10:45 新敷
11:00 洗平
11:15 錦ヶ丘

時刻 巡回集会所
11:30 向山
11:45 豊原
13:00 北公民館
13:15 古間木山
13:30 鶉久保
13:45 木ノ下
14:05 豊栄
14:15 町営霊園
14:35 有楽町
14:45 木内々
15:00 中野平

時刻 巡回集会所
8:30 東公民館
8:45 味祭館
9:00 藤ヶ森
9:15 川口
9:30 堀切川
9:45 明神山
10:00 横道
10:15 深沢旧会館

時刻 巡回集会所
10:30 一川目
10:50 二川目
11:15 百石中
11:30 洋光台
11:45 町民交流館
12:00 みなくる館
12:15 苗振谷地

スポーツコラム ～いちょうマラソン大会に沖縄から参加して～

　春はスポーツを始めるのにピッタリの季節です。
寒い冬の間に温存（？）した体力を活かすため、今
年のいちょうマラソン大会（6/24開催）参加に向
けて、今から準備を始めてみませんか。現在、参加
者募集中です！
　今回は、昨年の大会に沖縄県那覇市から10kmに
参加した前

まえだ
田智

ち せ
世さんにインタビューしました。

【質問①】�いちょうマラソン大会のエントリーは何
回目ですか？

（前田さん）昨年が初めてです。
【質問②】おいらせ町までの交通手段は？
（ 前田さん）三沢まで飛行機、そこからレンタカーです。
【質問③】参加してみてどう感じましたか？
（ 前田さん）スタッフの皆さんが成功させようと一
生懸命だと感じました。主催側とランナーの位置
が近く、町一丸となった中に入れてもらった感覚
でした。昨年は好天でしたので、個人的には最初
の給水ポイントをもう少し早めにほしかったです。
ただ、設置は一般的な位置だったことも理解して
います。完走後のカモメちくわ、最高でした。

【質問④】�今年もエントリーする予定ですか？
（前田さん）エントリーしたいです。
【質問⑤】�これまでに参加した記憶に残る大会はど

こですか？
（ 前田さん）沖縄＆伊

い へ や じ ま
平屋島のムーンライトマラソ

ンです。ハーフ（約21km）に参加しました。船
で島に渡り、前夜祭・後夜祭があります。満月の
下を走る幻想的なマラソン大会です。

【質問⑥】おいらせ町について一言お願いします。
（ 前田さん）まるで海外のような緑溢れる景色で「こ
の町の人は、こんな素晴らしい場所に住めて幸せ

だろうな」と思いました。
おいらせ町は私には夢のよ
うな素敵な町です。
　前田さんありがとうござ
いました。またのエントリ
ーお待ちしています。

◀ 遠来賞の賞品「おっぱいメロン」
を受け取る前田さん
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国民年金情報

問 日本年金機構 八戸年金事務所　☎0178-43-7369
　 おいらせ町 町民課国民年金係    ☎0178-56-2246

詳しくは「ねんきん加入者ダイヤル」へ
　　　　　　　　　　　☎0570-003-004

問おいらせ町地域包括支援センター（分庁舎４階）　☎ 0178-56-2132

こんにちは、地
ち

域
いき

包
ほう

括
かつ

支
し

援
えん

センターです！　No.47

ご存じですか？
学生納付特例制度！

　事故や病気などにより障害をおった場合の、障害年金の受給
資格を確保することができます。

◉対象者

◉所得の目安（次の計算式による金額以下が対象）

◉申請期間

◉申請書類

　20歳以上であれば、学生の方でも国民年金に加入しなければなりま
せん。学生納付特例制度は、学生の方の納付を申請により猶予する制
度です。

この制度を利用すると…

　学校教育法に規定する大学（大学院）、短期大
学、高等学校、高等専門学校、専修学校および
各種学校（修業年限１年以上である課程）に在
学する学生で、ご本人の前年所得が基準以下ま
たは失業などの理由がある方です。
※�一部海外大学の日本分校も対象です。詳しく
は下記までお問い合わせください。

⇒118万円＋（扶養親族等の数×38万円）

過去期間は２年１か月前まで、現年分は４月か
ら翌年３月まで
※�１枚の申請書で申請できるのは１年度のみで
す。２年度分であれば２枚必要です。

▶�在学期間のわかる学生証のコピーまたは在学
証明書の原本
▶�失業などの理由による場合は、失業した事実
が確認できる書類（離職票など）

※�平成29年度に保険料を猶予され平成30年度も引き続き在学予定の方には、ハガキ形式の学生納付特例申請書が送
付されます。同一の学校に在学されている方は、このハガキに必要事項を記入して返送することにより平成30年
度の申請ができます。この場合、在学証明書、学生証の添付は不要です。ただし、在学している学校などに変更
のある方は、通常の申請書に学生証のコピーなどを添えて申請してください。

「介護予防教室」 で

待ってま～す！

　「元気で長生き＝健康長寿」を目指すため、
65 歳以上の方を対象に町内の３つの地区で介
護予防教室を開催中です！
　高齢になるにつれて増える、「転倒と認知症
の予防」に重点をおいた教室です。１年を通し
て「楽しい健康づくりと仲間づくり」ができま
すので、どうぞご参加ください！
　なお、事前申し込みが必要なプログラムもあ
りますので、詳細についてはお問い合わせくだ
さい。

実施曜日 場所
下田中学校区
（南地区）

月曜日 老人福祉センター

木ノ下中学校区
（北地区）

水曜日 北公民館

百石中学校区
（百石地区）

木曜日 のびのび館

○開催時間　9時30分～12時00分
○参加料金　�無料（ただし、郊外学習や作品制

作などでは自己負担金があります）
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健康長寿
青森県一を
目指します

おいらせ町独自の
新たな母子保健事業が始まります！ 健康　　　長寿

　おいらせ町

　平成30年度から、特定の病院で通院などを必
要とする妊産婦さんや、生まれた赤ちゃんの面
会などのために要した交通費と宿泊費の一部を
助成します。

■�対象者
　①�ハイリスク妊娠管理加算またはハイリスク
分娩管理加算を算定された妊産婦、または
それに相当する疾患を有する妊産婦

　②�ＮＩＣＵ（新生児特定集中治療室）または
ＧＣＵ（新生児治療回復室）に入院してい
る新生児をもつ産婦

■�対象となる医療機関
　�八戸市立市民病院を除く、県外を含めた周産
期母子医療センター

■�助成額
　�１回の分娩につき、５万円を限度に助成
　※�対象経費は診療で通院または入院、待機宿
泊するための交通費（公共交通機関、タク
シー、自家用車）および宿泊費

■�申請方法
　�対象になると思われる方は、お早めに環境保
健課�健康長寿推進室へ問い合わせください。
※�詳しくは町ホームページをご覧いただくか、
お問い合わせください。

　問環境保健課
　　　健康長寿推進室
　　　☎0178-56-4551

－おいらせ町特定不妊治療費助成事業－

特定不妊治療費を助成します
「おいらせ町ハイリスク妊産婦
　　　　　　　　アクセス支援事業」
周産期母子医療センターへの

交通宿泊費を助成します

町民健診の
申込方法が変わります

　平成30年度から、不妊治療のうち保険適用外と
なる特定不妊治療（体外受精及び顕微授精）費の一
部を助成します。

○対象者
　�法律上の婚姻関係にある夫婦で、青森県特定不妊
治療費助成事業の交付決定を受けている方
○助成額
　１回の治療につき10万円を限度
○申請方法
　�当助成事業の申請をする前に、青森県特定不妊治
療費助成事業の申請をして、県から交付決定を受
けてください。県の交付決定後、お早めに環境保
健課�健康長寿推進室へお問い合わせのうえ、申
請を行ってください。
※�詳細は町ホームページをご覧いただくか、お問い
合わせください。

　　　　　　　問環境保健課 健康長寿推進室
　　　　　　　　　　　　　　☎0178-56-4551

　町民の皆さまに、より広くお知らせできるよう
に次のとおり変更します。

＜今まで＞
『広報おいらせ５月号』に申込書を折り込み
＜平成30年度から＞
全世帯に申込書を郵送。

（ 申込書には、お名前や年齢などが記載されており、
申し込みできる項目が分かるようになっています）
※�郵送時期や提出先などの詳細
は、『広報おいらせ５月号』で
お知らせします。

　問環境保健課
　 　健康長寿推進室
　　　☎0178-56-4551

平成30年度から
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♪おいらせ健康カレンダー♪
日・曜 行事名 時間 ※は受付 場　所 備　　考

1 ㊐ 愛の献血 10:00-16:30 イオンモール下田 ボウリング場入口で実施

2 ㊊

3 ㊋ リハビリ相談 9:30-11:00 いきいき館
理学療法士・看護師による運動指導・健康相談
※ 平成30年４月からリハビリ相談は火曜日

のみの実施となります。

4 ㊌
5 ㊍
6 ㊎
7 ㊏
8 ㊐
9 ㊊ 南地区介護予防教室 9:30-12:00 老人福祉センター
10 ㊋ リハビリ相談 9:30-11:00 いきいき館 理学療法士・看護師による運動指導・健康相談

11 ㊌
北地区介護予防教室 9:30-12:00 北公民館
2～3か月健康相談 ※ 10:00-10:20 老人福祉センター 対象：平成30年1月生まれ

母乳相談・栄養相談 老人福祉センター 対象：母乳…妊産婦／栄養…妊産婦・乳幼児（要予約）

12 ㊍ 百石地区介護予防教室 9:30-12:00 のびのび館
13 ㊎
14 ㊏
15 ㊐
16 ㊊ 南地区介護予防教室 9:30-12:00 老人福祉センター
17 ㊋ リハビリ相談 9:30-11:00 いきいき館 理学療法士・看護師による運動指導・健康相談

18 ㊌ 北地区介護予防教室 9:30-12:00 北公民館
19 ㊍ 百石地区介護予防教室 9:30-12:00 のびのび館
20 ㊎ 3歳児健康診査 ※ 12:30-12:45 老人福祉センター 対象：平成26年10月生まれ

21 ㊏
22 ㊐
23 ㊊ 南地区介護予防教室 9:30-12:00 老人福祉センター
24 ㊋ リハビリ相談 9:30-11:00 いきいき館 理学療法士・看護師による運動指導・健康相談

25 ㊌
北地区介護予防教室 9:30-12:00 北公民館
5～6か月健康相談 ※ 10:00-10:20 老人福祉センター 対象：平成29年10月～11月生まれ

お父さんのための離乳食教室 ※ 9:30-9:45 老人福祉センター 5～6か月児健康相談と併催（要予約）

26 ㊍ 百石地区介護予防教室 9:30-12:00 のびのび館
27 ㊎ １歳６か月児健康診査 ※ 12:30-12:45 老人福祉センター 対象：平成28年9月生まれ

28 ㊏
29 ㊐
30 ㊊
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― 進めています地方創生 ―
おいらせ町の地方創生

　町では、少子高齢化等による人口減少に歯止めをかけ、将来にわた
って活力ある地域社会を維持するため、地方創生に取り組んでいます。
この取り組みの成果と平成30年度から新たに取り組む事業をお知ら
せします。詳細は、町ホームページで紹介しています。
▶http://www.town.oirase.aomori.jp/life/6/36/221/

問 企画財政課
　☎ 0178-56-4273　
　　 kizai@town.oirase.aomori.jp

町の人口は、増えている？　減っている？

将来の人口と町の高齢化比率は？

総
人
口
（
人
）

総
人
口
・
３
区
分
人
口
（
人
）

出
生
・
死
亡
数
／
転
入
・
転
出
数
（
人
）

総人口、出生・死亡数、転入・転出数の推移

総人口・３区分人口（推移・推計） 　町の人口の構成は、年少人口（０～
14歳）および年少比率が年々減少・低
下し、老年人口（65歳以上）および老
年比率は、年々増加・上昇しています。
　このまま推移すると50年間で年少人
口は約半分になり、生産年齢人口は約６
割となります。ますます少子高齢化が進
行すると推計されています。

資料： おいらせ町人口ビジョン

推計

　町の人口は、自然減（死亡＞出生）を
社会増（転入＞転出）で支えている状況
が続いてきましたが、平成29年は、10
年ぶりに社会減（転出＞転入）となりま
した。
　若年層の県外進学・就職などによる転
出超過が社会減の要因となっています。
　町の人口は、長期的には微増となって
いますが、今後は
減少に転じると推
計されています。

◀資料： 青森県人口移動統計調査
　　　　（国勢調査を基礎に異動の届け出を加減）

（転入）

（転出）

区分 2015年 2060年 増減
年少人口

（0～14歳） 14.2% 9.9% △4.3%
生産人口

（15～64歳） 61.0% 53.0% △8.0%
老年人口

（65歳以上） 24.8% 37.1% 12.3%

３区分人口比率の推移予測
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― 進めています地方創生 ―　おいらせ町の地方創生 ★詳細は町ホームページでも公開中です★

地方創生・総合戦略に掲げる成果目標（ＫＰＩ）の達成状況

平成29年度から始めた地方創生の取組経過

基本目標 目標指標 基準値（H26） 実績値（H28） 目標値（H31）

基本目標①
安定したしごと・雇用を創出する

製造品出荷額 345億円 335億円 390億円

認定農業者数 197人 180人 217人

基本目標②
新しい人の流れをつくる

県外からの年間転入者数 318人 395人 350人

年間観光客入込数 64万9,323人 73万7,993人 80万0,000人

基本目標③
若い世代の結婚・出産・子育
ての希望をかなえる

期間合計特殊出生率 1.63人 1.80人 1.80人

小中学校の児童・生徒数 2,248人 2,124人 2,248人

婚姻率（人口1,000人対） 4.3% 4.0% 5.3%

基本目標④
時代に合った地域をつくり、
安心なくらしを守るとともに、
地域と地域を連携する

特定健康診査受診率 33.2％ 41.4％ 60％

町民バス利用者数 58,120人 63,299人 63,000人

自主防災組織の組織率 74.7％ 82.4％ 85.0％

1「同窓会交流促進支援事業」の概要と成果

6「放課後児童クラブおよび放課後子ども
　　　教室の開館時間の延長」の概要と成果

7 「季節性インフルエンザ予防接種助成」
　　　　　　　　　　　　　　の概要と成果

2「結婚支援員制度」の概要と成果

3「空き家情報登録制度」の概要と成果

4「八戸連携中枢都市圏での
　　　　移住に向けた取り組み」の概要と成果

5「移住・定住ポータルサイトの開設、
　　プロモーション動画の制作」の概要と成果　若者の親睦や情報交換により郷土愛を醸成すると

ともに、Ｕターンや結婚による定住人口の増加や地
域経済の活性化を推進するため、町出身の若者が開
催する同窓会に対し補助金を交付しました。

【交付実績（２月末現在）】３件、58人、116,000円

　保護者の仕事と生活の調和（ワークライフバランス）
を実現し、子育て環境整備を推進するため、開館時
間を試行的に30分間、有料制で延長しました。

【利用実績（平成30年１月末）】合計1,323人

　季節性インフルエンザの重症化を予防するため、
子どもと妊産婦の方に予防接種費用の一部を助成し、
妊産婦、子育てにおける健康不安と経済的負担を軽
減しました。

【平成29年度実績】
　高校生以下：延べ2,634人
　妊産婦：107人

　未婚化の進行を緩和し、地域への定住化を促進す
るため、出会いの場の提供や結婚を促す役割を担う
結婚支援員を４人登録し、各々の人脈による仲人活
動をしていただきました。

【成婚実績】なし

　空き家の効果的な利活用を図るため、移住を希望
する人と空き家を提供したい人をマッチングするた
め登録制「空き家バンク」を開設しました。また、
金融機関と連携協定を締結し、登録者は４月から金
利低減など優遇措置を受けることができます。

【登録・活用実績】各１件

　圏域全体の移住・交流を効率的かつ効果的に促進す
るため、首都圏でのＰＲブース出展やセミナーを開催
しました。また、移住コーディネーター（総合窓口・
相談員）の配置や広域ポータルサイトを開設しました。

　町の魅力・暮らし・支援制度などの移住・定住情
報を総合的にまとめて、町外に強力に発信するウェ
ブサイトを開設しました。また、町の魅力を知って
もらい住んでみたいと感じてもらうため、町ＰＲ動
画を制作し、多くの移住希望者が閲覧する全国移住
ナビや町ホームページなどに４月から掲載します。
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有料広告欄

― 進めています地方創生 ―　おいらせ町の地方創生

平成30年度から新たに始める地方創生の取組

1 百石高等学校
　　魅力アップ推進事業

2 町民バス料金の小学生半額化

3 特定不妊治療費助成事業

4 ハイリスク妊産婦アクセス支援事業

5 自然資源保全プロジェクト事業

6 青い森鉄道向山駅を核とした
　　　　　　地域の交流、賑わい創出事業

7 定住促進助成事業

8 イオンモール下田ＰＲコーナー活用事業

9 子どもの貧困実態調査委託事業

⓾ 八戸都市圏の食ブランドを活かした
  　　　　　　広域連携による稼ぐ力強化事業

　将来的な県立高校再編へ
の対応と高校の魅力アップ
に向けて推進組織を立ち上
げ、各種支援について検討
して行きます。

　バスの利用促進および利用者の負担軽減を図る
ため、小学生のバス料金を半額にします。

　特定不妊治療の経済的負担の軽減を図るため、
経費の一部を助成します。

　特定の病院に通院等が必要となったハイリスク
の妊産婦や赤ちゃんとの面会等に要した交通費や
宿泊費の一部を助成します。

　樹木を適正に保全するための伐採や資源の再利
用による循環・地域密着型の公園整備と住民や企
業・団体などを対象にした講演会・体験イベント
を開催し、交流促進と郷土愛の醸成を目指します。

　向山駅を活用し地域活性化に取り組む向山駅愛
好会を中心に、駅を拠点とした観光ルートの整備
に向けた各種事業とコミュニティ再生を促進します。

　移住・定住を促進するため町内全域を対象に新たに
住宅を建築・購入して転入する人に助成金を交付しま
す。また、地域加算や子育て加算により子育て世帯へ
の支援を手厚くします。

　昨年、イオンモール下田に設置した町情報発信コー
ナーをさらに充実させ、町内外に町の魅力や情報を効
果的に発信します。

　今後心配される子どもの貧困対策に向けて、町内の
実態やニーズを調査し、効果的な取り組みを検討します。

　八戸都市圏のアンテナショップを首都圏に設置し、
食の知名度を広げ、販路を拡大します。
　また、観光・移住情報の発信、ビジネス交流、首都
圏在住者との交流など、新たなファンによる関係人口
を形成する多機能拠点として活用し、広域連携の規模
能力を活かした総合的なシティプロモーションを図り
ます。

向山駅まつりの様子

高校生レストランの取組
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有料広告欄

無届の野焼きは禁止です！
■野焼きを行う際は、次のことを守ってください

■ 八戸広域消防本部管内における
　３月～５月の火災発生件数（過去３年分）

① 消防署へ届け出る（日時、場所、焼却物など）
② 風が強く、空気が乾燥している時は中止する
③ 消火の準備をして、一度に多量の焼却を行わない
④ その場を離れるときは、
　完全に焼却する

住宅用火災警報器の設置と維持・管理をお願いします
　平成 20年６月２日から、全ての住宅に住宅用火災警報器の設置が義
務付けられました。住宅用火災警報器は寝室と階段上部に設置が必要で
す。まだ設置していないご家庭は、早期に設置しましょう。
　設置義務から 10年が経過します。設置済みのご家庭は、電池の寿命
を定期的に確認するなど、いざという時に備え維持、管理を心掛けましょ
う。なお、消防職員、消防団員が販売することはありません。悪質な訪
問販売に注意しましょう。

春の火災予防運動週間
４月９日㊊～ 15 日㊐

『火の用心�ことばを形に�習慣に』

問 おいらせ消防署　☎ 0178-56-2525
　 北　分　遣　所　☎ 0176-51-2170

４月１０日～６月１０日は
「山火事防止運動強化期間」
　野山が乾燥して、山火事が発生しやすい季節とな
りました。青森県では 4月 10 日から 6月 10 日ま
でを「山火事防止運動強化期間」と定め、山火事防
止パレードなどによって、広く県民に山火事防止を
呼びかけています。
　山火事は、たばこや火入れの不始末により多く発
生しています。町民の皆さん一人ひとりが、お互い
に注意して山火事を防止し、大切な森林を未来へ引
継ぎましょう。

　火災の発生しやすい時季を迎えるにあたり、県下
一斉に『春の火災予防運動』を実施します。この運
動は、火災予防の普及を図り、火災発生を未然に防
止し尊い生命や財産を守ることが目的です。
　3月～ 5月にかけては空気が乾燥するほか、風の
強い日が多く、火災が発生しやすいのでご注意くだ
さい。

３月 ４月 ５月
Ｈ２９ 5件 17件 15件
Ｈ２８ 20件 21件 27件
Ｈ２７ 17件 17件 32件
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 まちのわだい

　子どもたちに里山での体験と遊びを学んでもらうた
め、「冬の里山体験イベント」を白鳥の家で開催しま
した。
　この日は、間木堤に飛来する野鳥について、ＮＰＯ
法人おおせっからんど津曲副理事長の講話が行われた
ほか、環境問題を意識して「科学で遊び隊」の指導の
もと、廃油と空きビンを利用したエコキャンドルづく
り体験で科学について楽しみながら学びました。
　完成したカラフルなエコキャンドルは、白鳥の家の
デッキで鮮やかに点灯され、冬の間木堤を彩りました。

　町内のこども赤十字加盟保育園が、日本赤十字社青
森県支部へ「１円募金」で集めたお金を贈呈しました。
　１円募金は、川口保育園が先駆者として長年にわ
たって実施していた活動で、今年度から同社加盟保育
園６園（川口保育園、下田こども園、本村こども園、
あゆみ保育園、錦ヶ丘保育園、深沢保育園）と町赤十
字奉仕団に拡大しました。各園の代表園児から同社お
いらせ分区長の三村町長へ手渡された募金45,996円
は、海外の青少年支援などに使われます。こども赤十
字奉仕団の皆さん、ありがとうございました。

　第３回コープ杯争奪�OIRASE�FUTSAL（おいらせ
町サッカー協会主催）がいちょう公園体育館で開催さ
れました。
　町内外から集まった多くの小学生が白熱したゲーム
を展開した本大会には39チームが参加。学年別で試合
が行われました。
　結果は、３年生の部（Ｕ－９）で「百石」、４年生の
部で「なでしこ」、５年生の部で「Levante」、６年生
の部で「木ノ下」が優勝しました。

三村町長へ募金を届けた各園の代表園児たち ▶

キャンドル作りに挑戦する子どもたち ▶

優勝した木ノ下チームのメンバー ▶

▶▶▶�冬の里山体験イベント　2/3

▶▶▶�こども赤十字１円募金�贈呈式　2/16

▶▶▶�第３回コープ杯争奪�OIRASE
　　　　　　　　FUTSAL大会　2/24-25

の里山での学びと体験

どもたちの善意を届ける

ットサル大会で熱戦が展開

冬

子

フ
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 まちのわだい

◀  女性部員から指導を受けて調理する参加者

◀  おいらくんに出迎えられ、記念撮影をする来館者

　わが町の冬の味覚・ホッキ貝の良さを広めるため、
ホッキ貝料理教室をいきいき館で開催しました。
　料理教室には17人が参加。百石町漁協女性部（種
市はるゑ部長）の方々から指導を受けながら、ホッキ
味噌やなます、サラダ、お吸い物、バター炒めなど、
ホッキ貝を使った料理を作りました。
　参加した男性（緑ヶ丘在住）は「貝剥きとホッキ味
噌を作ることはできたが、レパートリーを広げたかっ
た。美味しい調理法を学べたので、ぜひ家でも作りた
い」と感想を話しました。

　国指定の史跡・おいらせ阿光坊古墳群の出土品など
を展示・紹介する施設「おいらせ阿光坊古墳館」が、
３月10日で開館１周年を迎えたこと記念して、おい
らくんが古墳館の１日館長に就任しました。
　来館者は可愛らしい館長の出迎えに喜び、記念撮影
をする人の姿もありました。また、この日は先着100
人に対して、桜の枝（二木会提供）がプレゼントさ
れました。さらに同日午前には、累計来館者が5,000
人を突破。5,000人目の来館者である川村馨さん（80
歳、十和田市）へ記念品が贈られました。

▶▶▶�ホッキ貝料理教室　2/28

▶▶▶�おいらせ阿光坊古墳館
　　　　　　　・開館１周年記念　3/10

の味覚・ホッキ貝の調理法を学ぶ

いらくんが１日館長、来館者５千人突破！

旬

お

【ソフトテニス】
　町ソフトテニス協会　鈴

すずき

木�節
せつ こ

子�さん（一川目在住）
　――��第39回全日本レディースソフトテニス決勝大会出場

【レスリング】
　八戸工業大学第一高等学校�１年生　平

ひらない

内�陽
ようすけ

丞�さん
　（一川目在住）――��平成29年度全国高等学校総合体育大会
　　　　　　　　　　　レスリング競技大会学校対抗戦出場

【バレーボール】
　弘前工業高等学校１年生　久

く ぼ た

保田�隆
たか ら

良�さん
　　　　　　　　　　　　　　　　　（木ノ下中出身）
　――��第70回全日本バレーボール高等学校選手権大会出場

【ハンドボール】
　三本木高等学校附属中学校２年生　福

ふくはら

原�慶
けいご

悟�さん
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（木内々在住）
　三本木高等学校附属中学校１年生　中

なかむら

村�銀
ぎんな

乃�さん
　　　　　　　　　　　　　　　　　（木ノ下在住）
　――��平成29年度第13回
　　　　春の全国中学生ハンドボール選手権大会出場

【ソフトボール】
　三八城ソフトボールクラブ　工

くどう

藤�愼
しんいち

一�さん（緑ヶ丘在住）
　――��第30回全国健康福祉祭あきた大会ねんりんピック
　　　　　　　　　　　秋田2017ソフトボール交流大会出場

【テニス】
　町テニス協会　円

まるこ

子�真
しん じ

治�さん（向山在住）
　――��第30回全国健康福祉祭あきた大会ねんりんピック
　　　　　　　　　　　　　　秋田2017テニス交流大会出場

～大会出場おつかれさまでした～
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公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
係
る

「
個
別
施
設
計
画
（
建
物
系
公
共
施
設
）
」
を
策
定
し
ま
し
た
―�

持
続
可
能
な

　
　
行
政
経
営
の
た
め
に�

―

役場本庁舎 役場分庁舎

　
厳
し
い
財
政
状
況
下
で
、
こ
れ
ま
で
整

備
し
て
き
た
公
共
施
設
の
老
朽
化
が
全
国

的
に
進
ん
で
お
り
、
大
規
模
改
修
や
建
替

需
要
の
増
大
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
国
の
策
定
指
針
に
基
づ

き
、
町
が
保
有
す
る
公
共
施
設
の
「
長
寿

命
化
」「
維
持
更
新
費
用
の
縮
減
」「
経
費

の
平
準
化
」「
保
有
施
設
の
適
正
化
」
な

ど
を
目
的
に
平
成
28
年
11
月
、「
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
」
を
策
定
し
、
今
後

財
源
不
足
が
予
想
さ
れ
る
更
新
な
ど
の
費

用
を
「
10
年
間
で
58
億
円
、
40
年
間
で

２
６
２
億
円
の
経
費
縮
減
」
す
る
目
標
を

立
て
ま
し
た
。

　
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の
基
本
方

針
に
基
づ
き
、
今
後
の
各
施
設
の
存
続
・

廃
止
な
ど
具
体
的
な
方
向
性
を
示
す
た

め
、
こ
の
度
、
建
物
系
公
共
施
設
の
「
個

別
施
設
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
平
成
30
年
度
か
ら
９
年
間
と
し
、
以
降

も
計
画
の
更
新
と
見
直
し
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

　
客
観
的
に
比
較
す
る
た
め
の
基
準
（
建

物
評
価
・
サ
ー
ビ
ス
評
価
を
５
段
階
に
点

数
化
）
を
設
け
ま
し
た
。
４
つ
の
類
型
に

分
け
「
方
向
性
判
断
フ
ロ
ー
の
結
果
」
と

し
、
関
係
団
体
等
と
協
議
・
調
整
し
、
各

施
設
の
方
向
性
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
建
物
評
価
と
サ
ー
ビ
ス
評
価
の
方
向
性

判
断
フ
ロ
ー
結
果
に
基
づ
き
、
関
係
団
体

等
と
協
議
し
た
結
果
、
今
後
９
年
間
の
方

向
性
の
結
果
は
次
の
表
の
と
お
り
と
な
り

ま
し
た
。

　
フ
ロ
ー
結
果
が
廃
止
の
施
設
で
も
、
通

年
利
用
率
が
高
い
こ
と
か
ら
、
方
向
性
の

結
果
は
「
修
繕
し
な
が
ら
現
状
維
持
し
存

続
す
る
」
施
設
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

公
共
施
設
の
現
状
と

　
　
　

計
画
策
定
の
目
的

計　

画　

期　

間

施
設
評
価
の
方
法
と

　
　
　

各
施
設
の
方
向
性

方
向
性
判
断
フ
ロ
ー
の

　

結
果
と
方
向
性
の
結
果

11
施
設
廃
止
な
ど
に
よ
り

　

 

３
億
９
５
０
０
万
円
削
減
！

（段階評価）

内訳 方向性判断
フローの結果

今後９年間の
方向性の結果

①存続 37施設 141施設

②存続
　・廃止 45施設 ―

③存続
　・廃止 26施設 ―

④廃止
　　など 44施設 11施設

計 152施設 152施設
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廃
止
な
ど
に
伴
い
、
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
で
見
込
ん
で
い
た
更
新
費
用

な
ど
が
不
要
と
な
り
、
削
減
金
額
は
約

３
億
９
５
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
廃
止
な
ど
の
場
合
で
も
、
移
転

新
設
さ
れ
た
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
や
百
石

９
分
団
消
防
屯
所
（
根
岸
）
は
、
削
減
額

と
し
て
は
見
込
ん
で
い
ま
せ
ん
。

　
対
策
の
優
先
順
位
の
考
え
方
は
、
施
設

の
状
態
や
重
要
性
な
ど
を
考
慮
し
つ
つ
、

建
物
評
価
が
低
い
順
を
基
本
と
し
ま
す
。

　
ま
た
、
計
画
的
な
点
検
な
ど
を
行
っ
て

安
全
確
保
に
努
め
、
重
大
な
損
傷
を
受
け

る
前
に
予
防
的
修
繕
を
実
施
し
、
長
寿
命

化
を
図
り
ま
す
。

　

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
お
い

て
、
建
物
お
よ
び
土
木
系
公
共
施
設
を
合

わ
せ
て
、
10
年
間
で
58
億
円
の
経
費
削
減

を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　
建
物
系
公
共
施
設
で
は
約
３
億
円
、
土

木
系
公
共
施
設
で
は
約
55
億
円
の
経
費
が

不
足
す
る
見
込
み
で
あ
り
、
建
物
系
及
び

土
木
系
と
も
に
経
費
の
圧
縮
を
図
っ
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

建
物
系
の
廃
止
に
よ
る
削
減
額
は

３
億
９
５
０
０
万
円
と
な
り
、
目
標
は
達

成
す
る
見
込
み
で
す
。
し
か
し
、
本
計
画

を
踏
ま
え
、
持
続
可
能
な
行
政
経
営
を
推

進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
施
設
ご
と
の
対
策
内
容
と
実
施
時
期
、

対
策
費
用
は
、
総
合
計
画
の
実
施
計
画
で

明
確
に
し
ま
す
。
比
較
的
小
規
模
な
修
繕

な
ど
は
、
随
時
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

※�

左
記
の
表
は
、
平
成
29
年
度
策
定
し
た

総
合
計
画
の
実
施
計
画
で
見
込
ま
れ
て

い
る
長
寿
命
化
等
に
係
る
経
費
で
す
。

削　

減　

金　

額

対
策
の
優
先
順
位
と

　
　
　
　

対
策
内
容
な
ど

持
続
可
能
な

　
　
　

行
政
経
営
の
推
進

問 

企
画
財
政
課

　

☎
０
１
７
８
‐
５
６
‐
４
２
７
３

類型 対策費用 主な対策内容

1学校教育系施設 16億6,574万円　 非構造部材耐震化事業

2文化系施設 2,000万円　 外壁塗装

3社会教育系施設 2,792万円　 屋根塗装等

4スポーツ・
　レクリエーション系施設 4,216万円　 屋根塗装等

5子育て支援施設 483万円　 屋根塗装

6行政系施設 33億2,167万円　 庁舎等更新

7土木系下水道施設 4,000万円　 施設機械設備更新

合計 51億2,232万円

廃止などする施設名
公共施設等総合
管理計画上の

見込額（削減額）
備考

1学校給食センター ― 移転新設

2木ノ下児童館 大規模改修費 　4,211万円　 廃止済み

3百石９分団消防屯所（根岸） ― 移転新設

4向山団地2-2、2-3、2-6 更新費 　907万円　 用途廃止

5向山団地2-16、2-18 計画中見込なし 　0円　 用途廃止

6くるみ団地A、B、C 大規模改修費 8,557万円　 用途廃止

7くるみ団地D 大規模改修費 4,755万円　 用途廃止

8勤労者研修センター 大規模改修費 １億6,482万円　 廃止

9甲洋小学校校長住宅 大規模改修費 1,888万円　 廃止

⓾木ノ下中学校校長住宅 大規模改修費 2,000万円　 廃止

⓫木ノ下中学校単身住宅 大規模改修費 700万円　 廃止

合計 3億9,500万円　

★ 

計
画
の
閲
覧
に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
企
画
財
政

課
（
役
場
本
庁
舎
）
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
▽ http://w

w
w

.tow
n.oirase.

aom
ori.jp

OIRASE     2018.433
Public Relations



✿
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

※ 

２
月
に
町
へ
届
出
し
、
掲
載
を
希
望
し
た

人
の
み
載
せ
て
い
ま
す
。

戸

の
籍

窓

　
　
　
　
　
掲
載
５
件
／
届
出
９
件

鈴
木　
康こ

う生
く
ん　
　
　
苗
振
谷
地

（
康
之
・
恵
美
）

坂
本　
歩あ

ゆ
むく

ん　
　
　
　
　
豊　
原

（
拓
也
・
亜
紀
）

小
向　
葵あ

お
た大

く
ん　
　
　
　
木　
崎

（
勝
哉
・
希
実
）

柏
﨑　
愛あ

い

な
衣
奈
ち
ゃ
ん　
　
木　
崎

（
慎
吾
・
麻
衣
子
）

工
藤　
翠す

ず瑞
ち
ゃ
ん　
　
　
若　
葉

（
大
史
・
千
絵
）

　
　
　
　
　
　
掲
載
12
件
／
届
出
21
件

川
口　
照
子　
　
　
66
歳　
　
一
川
目

附
田　
孝
幸　
　
　
41
歳　
　
木
ノ
下

𠮷
田　
勝
美　
　
　
91
歳　
　
一
川
目

川
村　
純
子　
　
　
57
歳　
　
新　
町

熱
田　
良
平　
　
　
71
歳　
　
錦
ヶ
丘

澤
頭　
權
太
郎　
　
88
歳　
　
阿
光
坊

日
ヶ
久
保　
德
藏　
69
歳　
日
ヶ
久
保

八
重
垣　
雅
城　
　
47
歳　
　
三
本
木

木
村　
ハ
ル　
　
　
94
歳　
　
木
内
々

大
嶋　
み
づ　
　
　
85
歳　
　
若　
葉

田
中　
キ
ヨ　
　
　
92
歳　
　
本　
村

堤　
は
な　
　
　
　
85
歳　
　
　
曙

◉
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

人口
まちの

平成30年
3月1日現在

前月比

※外国人を含めた数値です。
(　)内は外国人人口と外国人世帯数

男性 12,215 人 （58）＋12

女性 13,071 人 （127）－20

合計 25,286 人 （185）－�8

世帯 10,182 世帯 （68）－�3

♥
結
婚
お
め
で
と
う

　
　
　
　
　
掲
載
０
件
／
届
出
８
件

多子出産祝金のご案内
　町では、第２子以降の子どもが生
まれたご家庭に出産祝金を支給して
います。
　支給金額は第２子で５万円、第３
子以降で１０万円です。支給には一
定の要件がありますので、詳細はお
問い合わせください。

　　　　問町民課子育て支援室
　　　　　　　　☎0178-56-4259

●日時　４月26日㊍
　　　　　　　15時00分～
●場所　役場分庁舎
　　　　　　　401会議室
※日程は変更する場合があります。
※�議題により退席いただく場合が
あります。

※�５人以上で傍聴する場合は、前
日までにご連絡ください。

問学務課　☎0178-56-4258

町教育委員会定例会・開会情報

　
樹
木
や
庭
木
が
道
路
に
張
り
出
し
て

い
る
と
、
通
行
の
支
障
と
な
り
、
さ
ら

に
倒
木
や
落
枝
な
ど
で
交
通
障
害
を
引

き
起
こ
す
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
私
有
地
か
ら
張
り
出
し
た
樹
木
の
剪

定
や
伐
採
を
町
で
行
う
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
事
故
予
防
の
た
め
、
所
有
者
は

適
切
な
管
理
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

問 

地
域
整
備
課

　
　
　
　
　
☎
０
１
７
８
�
４
７
０
２

道
路
に
張
り
出
た
樹
木
の

　

 

伐
採
を
お
願
い
し
ま
す

【図書カードの寄贈】 寄
附
・
寄
贈

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

青
森
県
信
用
組
合
百
石
支
店
い

ち
ょ
う
の
会
（
白
石
恵
美
子
会
長
）

が
、
図
書
カ
ー
ド
を
寄
贈
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
町
教
育
委
員
会
で
は
、
こ

れ
を
活
用
し
て
図
書
館
用
書
籍
８
冊

を
購
入
し
ま
し
た
。
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総
務
課 

広
報
広
聴
係
・
堤

編

集

後

記

　
今
月
号
の
８
～
９
頁
で
は
「
子
ど

も
の
読
書
活
動
推
進
」
の
記
事
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。そ
れ
に
関
連
し
て
、

読
書
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
達
成
者
表
彰

式
の
取
材
を
行
い
ま
し
た
。
多
く
の

子
ど
も
た
ち
が
何
十
冊
も
読
破
し
て

い
た
こ
と
に
大
変
驚
き
、
感
心
し
ま

し
た
。
そ
し
て
今
さ
ら
な
が
ら
、
学

生
の
頃
に
も
っ
と
本
を
読
ん
で
い
れ

ば
…
と
悔
や
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

　

フ
ラ
ン
ス
の
数
学
者
デ
カ
ル
ト

は
、「
良
き
書
物
を
読
む
こ
と
は
、

過
去
の
最
も
優
れ
た
人
達
と
会
話
を

か
わ
す
よ
う
な
も
の
で
あ
る
」
と
言

っ
た
そ
う
で
す
。
読
書
は
知
識
を
得

る
だ
け
で
な
く
、
人
生
を
豊
か
に
し

て
く
れ
ま
す
。「
時
間
が
無
い
…
」

と
言
い
訳
せ
ず
に
、
私
も
子
ど
も
た

ち
を
見
習
っ
て
、
本
を
読
む
時
間
を

作
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
４
月
号
は
年
度
初
め
と
い

う
こ
と
で
、
お
知
ら
せ
記
事
が
と
て

も
多
く
、
全
体
的
に
文
字
だ
ら
け
と

な
り
ま
し
た
。
読
み
づ
ら
い
紙
面
と

な
り
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
平
成
30

年
度
の
『
広
報
お
い
ら
せ
』
は
、
も

っ
と
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
を
多
く
使
っ

て
「
読
み
や
す
い
広
報
紙
」
に
す
る

こ
と
を
心
が
け
た
い
で
す
。

おいらせコミュニティ掲示板  問［申込先］総務課 広報広聴係
　　　　　　　☎0178-56-2166

　「おいらせコミュニティ掲示板」は、町民の皆さ
んが行う催しや地域活動の紹介、団体・サークル
などの会員募集を掲載するコーナーです。

◎広告を掲載できる団体・サークル
　�▶３人以上で構成され、活動メンバーなどの半
数以上が町民であること▶活動拠点または開催
場所が町内であること

◎掲載できる内容
　�同一の団体・サークルで年度内３回を上限に、
催しの開催周知や会員募集などを掲載すること
ができます。

◎掲載料金　無料

※�掲載を希望される方は、総務課広報広聴係へお
問い合わせください。

★�今月の掲載情報はございません�★

『広報おいらせ』に
  広告を掲載しませんか？

区分 金額 サイズ
１号
広告 12,000円 縦6cm×横17.5cm

２号
広告 6,000円 縦6cm×横8.5cm

●広告の規格

●広告を掲載できる事業者

●広告の申込方法

問［申込先］総務課 広報広聴係
　　　　　　　　☎0178-56-2166

町内に事業所、営業所、取扱店などがある事業者

　総務課で配布する申込書に広告原稿を添えて、
掲載を希望する号の発行日（毎月１日）の30日
前までにお申し込みください。申込書は町ホーム
ページからダウンロードすることもできます。

町の発掘作業員を募集
○募集人数　若干名
○応募条件　�満60歳以下の現地まで通勤でき

る健康な町民
○賃　　金　�日額5,740円（現場まで２km以

上の場合は通勤手当を支給）
○勤 務 日　�火曜日～金曜日（㊏㊐㊊㊗は休日）
○勤務時間　９時00分～17時00分
○調査期間　５月末～８月上旬（予定）
○申込方法　�おいらせ阿光坊古墳館で配布し

ている申込用紙に必要事項を記
入し、古墳館窓口へ５月11日㊎
までに提出ください。

○受付時間　�９時～16時半（月曜日は休館）
○結果通知　�内部審査により選考し、５月中

旬頃に採用可否を通知します。
　　　問［申込先］おいらせ阿光坊古墳館
　　　　　　　　　　　　　☎0178-20-0405
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OIRASE

Z o o m  U p

おいらせ広 報

「奥入瀬川の恵みと笑顔あふれるまち」の情報誌
　　フェイスブックおいらせ町公式アカウント
　　への「いいね！」をよろしくお願いします。
https://www.facebook.com/oirasetown/

facebook　おいらせ町役場

おいらせ町の四季を発信中！
四季で異なる町の豊かな自然や
風物詩を、町ホームページで紹介中！
　http://www.town.oirase.aomori.jp/
　site/oirasekankou/

ちょっとした時間に
ぜひ、ご覧ください。
新たな発見があるかも！

▶

山や

ま

は

た端 

家い

え

ま

さ昌

お
い
ら
く
ん
ス
イ
ー
ツ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
デ
ザ
イ
ン

Profile
　
現
在
販
売
中
の「
お
い
ら
く
ん
ス
イ
ー

ツ
」。
こ
の
商
品
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ

ン
は
、
こ
ぎ
ん
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
山
端

家
昌
さ
ん
が
手
掛
け
ま
し
た
。

　
「
こ
ぎ
ん
刺
し
」
は
、
南
部
菱
刺
し
と

並
ぶ
日
本
三
大
刺
し
子
の
ひ
と
つ
。
津

軽
地
方
に
お
い
て
、
農
民
の
普
段
着
で

あ
っ
た
麻
布
に
刺
し
子
を
し
て
防
寒
性

や
耐
久
性
を
高
め
る
工
夫
を
し
た
こ
と

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　
山
端
さ
ん
が
こ
ぎ
ん
刺
し
と
出
会
っ

た
の
は
高
校
時
代
。
担
任
の
先
生
か

ら
、
民
俗
民
具
研
究
家
と
し
て
名
高
い

田
中
忠
三
郎
氏
の
展
覧
会
を
薦
め
ら
れ

た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。そ
の
時
、

こ
ぎ
ん
刺
し
に
強
い
衝
撃
を
受
け
た
山

端
さ
ん
。「
こ
れ
は
世
界
に
通
用
す
る
柄

だ
と
直
感
し
た
」
と
話
し
ま
す
。

　
山
端
さ
ん
の
会
社
で
は
、
伝
統
的
な

津
軽
こ
ぎ
ん
刺
し
の
模
様
を
活
か
し
た

デ
ザ
イ
ン
を
手
掛
け
て
い
ま
す
。そ
の
活

動
は
各
方
面
か
ら
評
価
さ
れ
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
番
組
「
美
の
壺
～
青
森
の
刺
し
子
」

で
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
お
い
ら
く
ん
ス
イ
ー
ツ
の
パ
ッ
ケ
ー

ジ
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
は
、「
故
郷
で
の

仕
事
と
い
う
こ
と
で
、
ぜ
ひ
頑
張
ろ
う

と
思
っ
た
。
自
分
の
デ
ザ
イ
ン
し
た
商

品
が
売
れ
て
い
く
こ
と
を
思
う
と
ワ
ク

ワ
ク
す
る
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

やまはた･いえまさ さん
阿光坊出身で現在は東
京都在住。34歳。
イエティワールド㈱代
表取締役、こぎんアー
ティストとして活躍中。
弘前実業高校服飾デザ
イン科を卒業後、東京
都の専門学校でグラ
フィックデザインを学
び、広告制作会社など
への勤務を経て独立。

（
東
京
都
）

さん


